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あらかしの森 林通信も

り

● 「由布市の決算状況」をお知らせ

● 平成17年度の主な事業を紹介

● コミュニティバス運行開始！

みんなで鬼の面をつけて　　
さあ、節分！

（挾間保育所にて）



2007.2②③2007.2

（※1）
・分担金及び負担金(4.1%)
・繰入金(4.1%)
・使用料及び手数料(1.2%)
・財産収入(0.1%)
・寄附金(※0.1%未満)

3億8,715万2,938円
3億8,654万8,369円
1億1,587万5,963円
1,412万5,705円
115万円

（※２）
・地方譲与税(2.6%)
・地方消費税交付金(1.6%)
・自動車取得税交付金(0.6%)
・ゴルフ場利用税交付金(0.3%)
・国有提供施設所在市町村助成交付金(0.1%)
・利子割交付金(0.1%)
・株式等譲渡所得割交付金(0.1%)
・配当割交付金(※0.1%未満)
・交通安全対策特別交付金(※0.1%未満)

2億4,303万1,000円
1億5,014万6,000円
6,172万4,000円
2,579万4,747円
1,338万5,000円
860万9,000円
699万7,000円
241万円
239万3,000円

由布市一般会計決算（平成17年10月～平成18年3月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。
注：割合は小数点以下は調整した都合上、合計100％に対しまして若干の差が出る場合があります。

［歳出］

市税（14.1％）
13億4,596万
4,704円

その他
※2

その他
※3

その他
※1

諸収入（6.0％）
5億7,233万
7,652円

地方交付金
（17.3％）
16億4,989万
1,000円

国庫支出金
（10.6％）

10億770万1,839円

市債（17.7％）
16億8,840万円

県支出金（19.3％）
18億3,588万
3,957円

自

依

存

主
財

財

源
29.7
％

源
70.3％

衛生費（6.3％）5億5,823万6,409円

消防費（5.3％）4億7,523万6,394円

農林水産業費（7.9％）6億9,983万3,405円

教育費（8.7％）7億7,848万1,288円

民生費（22.6％）
20億1,020万
7,225円

総務費
（20.4％）
18億1,716万
506円

公債費
（12.7％）
11億2,682万
2,366円

　国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税及びたばこ税のそれぞ
れ一定割合の額で、地方公共団体がひとしくその行うべき事務を遂
行することができるよう、一定の基準により国が交付する税。

　市の会計の基本となる一般会計の決算状況について
ですが、歳入（収入）は 95 億 1,952 万 1,874 円、
歳出（支出）は89億 647万 286円で、差し引き６
億 1,305 万 1,588 円の黒字となりました。（特別
会計は６ページに掲載）

［地方交付税］

　国税として徴収しそのまま地方公共団体に対して譲与する税。地
方道路譲与税、石油ガス譲与税、自動車重量譲与税、特別とん譲与
税、航空機燃料譲与税があります。

［地方譲与税］

　公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要とする場合に
認められる長期の借入金。

［市　債］

（※３）
・災害復旧費(4.1％）
・商工費(1.1%)
・議会費(0.8%)
・諸支出金(0.2%)
・労働費(※0.1%未満)

3億6,218万4,496円
1億164万2,792円
7,022万528円
1,820万5,275円
190万7,849円

合　計
89億647万
286円

合　計
95億1,952万
1,874円

　

今
回
の
決
算
は
、
平
成
17
年
10
月
に
旧
３
町
が
合
併
し
由
布
市
と
な
り
、
旧
町
か
ら
引
継
い
だ
17
年
度
後
半
の
半
年
分
の
期

間
で
あ
る
た
め
、計
数
の
正
確
性
、予
算
の
執
行
状
況
、財
産
、基
金
の
管
理
運
営
状
況
、決
算
の
内
容
等
に
つ
い
て
主
眼
を
お
き
、

決
算
関
係
資
料
等
を
考
慮
し
、
湯
布
院
、
庄
内
の
各
庁
舎
に
も
出
向
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
合
併
後
の
半
年
間
と
い
う
こ

と
で
、
旧
町
間
の
調
整
等
、
部
局
に
よ
っ
て
は
従
来
の
数
倍
も
の
通
常
業
務
の
遂
行
だ
っ
た
と
思
慮
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
由
布
市
の
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
表
示
の
計
数
は
、
関
係
諸

帳
票
及
び
証
憑
書
類
と
合
致
し
て
お
り
、
旧
町
か
ら
引
継
ぎ
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね
適
正
妥
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
、
市
債
の
発
行
等
で
な
ん
と
か
し

の
い
で
き
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
末
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
５
年
間
の
由
布
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
数
多
く
の
き
び
し
い
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
併
し
て
よ
か
っ
た
由
布
市
に
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

な
お
、
全
体
を
通
し
て
の
意
見
で
す
が
、

１　

全
体
の
執
行
率
が
９
割
程
度
、
不
用
額
が
４
億
強
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
と
い
う
特
殊
事
情
の
た
め
各
町
編
成
の

　
　

後
期
半
年
分
合
算
の
予
算
の
執
行
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
終
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
も
思
慮
さ
れ
ま
す
が
、
厳
し

　
　

い
財
源
の
な
か
、
予
算
見
積
り
段
階
で
の
精
査
が
必
要
で
す
。

２　

予
算
編
成
に
お
い
て
、
合
併
当
初
は
暫
定
予
算
、
そ
し
て
本
予
算
の
編
成
、
ま
た
、
そ
の
中
で
旧
町
ご
と
の
細
々
節
の

　
　

設
定
等
、
特
異
な
形
態
で
の
編
成
と
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
支
出
科
目
の
更
正
、
予
備
費
の
充
用
等
数
多

　
　

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
出
費
目
に
お
い
て
一
部
不
適
正
な
事
務
処
理
の
事
例
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
不
慣
れ
等

　
　

経
緯
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、
予
算
執
行
に
当
た
り
慎
重
な
取
組
み
を
求
め
ま
す
。

　
　

以
上
、
決
算
審
査
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
17
年
度
由
布
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
審
査
を
終
え
て

由
布
市
の
平
成
17
年
度（
10
月
1
日
〜
3
月
31
日
）の
決
算
審
査
に
つい
て
市
監
査
委
員
の
意
見
で
す
。

市
監
査
委
員　

宮
﨑
亮
一
・
吉
村
幸
治

　

地
方
自
治
法
第
２
3
３
条
の
第
6
項
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

期
間
は
由
布
市
合
併
後
の
期
間（
平
成
17
年
10
月
1
日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日
）と
な
り
ま
す
。

「
由
布
市
の
決
算
状
況
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
ょ
う
ひ
ょ
う

土木費（10.0％）
8億8,633万
1,753円
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2007.2④⑤2007.2

人や文化を〝育む〟まちづくり
●英語教育事業 ………………………………………………………
　中学校における英語教育の充実
●小・中学校ＬＡＮ配線工事 …………………………………
●由布川小学校大規模改造（２期工事） ……………………
●由布市体育協会負担金 ………………………………………

５２９万円

１,７２６万２千円
１億１,２７７万円
２８６万６千円 ▲由布川小学校

快適で効率的な〝暮らし〟が実感できるまちづくり
●消防防災施設の整備 …………………………………………
●道路維持事業 ……………………………………………
　市道維持工事５９件
●道路新設改良事業 …………………………………
　市道改良、舗装工事２５件
●市営住宅解体撤去事業 ………………………………………

２７６万３千円
９,４０５万４,８００円

　
３億５,１５４万５,３００円

　
537万6千円

産業振興により実現する〝実り〟のまちづくり
●集落営農組織育成・強化事業 ………………………………
　地域農業の担い手の確保・育成を図るため、集落営農組織の育成、法人化を支援することを目的
に助成を行いました。
●耕地災害復旧事業 ………………………………………
　平成１６年及び１７年に被災した農地及び農業用施設の災害復旧
●林業振興事業費又は補助 ………………………………
　木材価格の下落により、放置された森林を整備し、森林のもつ本来の機能を発揮させました。
　また、農林産物への有害鳥獣からの被害を軽減させました。

1,066万9千円

３億２,３１５万３千円
　

３,８６８万７,７００円

▲美しい山と農村のあるまち

市民とともにつくる〝誇れる〟まちづくり
●新電算導入事業（合併対策事業） ……………………
　新市としての業務を迅速かつ正確に行うために必要な電算システムを導入しました。
●地域政策フォーラム事業 ……………………………………
　合併後の住民と市役所との「協働のまちづくり」について、市民と職員が一緒になって意見交換を
行いました。
●地域審議会 ………………………………………………………
　合併後の行政の広域化に対応し、合併地域の住民の声を市政に反映するために旧３町に３審議
会を設置しました。

３億５,０５４万２千円
　

２３万７,９１１円

１６万８千円
　

▲フォーラムYUFU

住む人も訪れる人も〝癒される〟まちづくり
●町並み景観統一整備事業 ……………………………………
●男池園地改良工事 …………………………………………
　バリアフリーを行いました。

５４０万２千円
２,２５７万５千円

誰もが〝安らげる〟しくみのまちづくり
●ほのぼのプラザ建設事業 …………………………
　地域住民が自立した生活を送るための支援施設の整備
●福祉バス運行業務 ………………………………………
　６５歳以上の高齢者等の利便のために、地区と公共施設・医療施設とを結ぶバス運行
●保育園施設整備補助金 ……………………………………
　由布川保育園舎建設補助、ひばり児童館補助
●小松寮事務費事業 …………………………………
　施設運営に関する経費
●老人ホーム事務費事業・老人ホーム生活費事業 ……
　老人福祉法に基づく養護老人ホーム運営
●予防接種事業 ……………………………………………
　予防接種法に基づいた乳幼児予防接種と高齢者のインフルエンザ予防接種を実施し、感染症予
防を行いました。

１億４,５６１万９,３００円

１,０６０万２,９３０円

５,８０４万２千円

１億２,１５７万４,３３８円

　８,４８５万８,７６５円

１,８３５万４,８５０円

▲元気なお年寄り▲ほのぼのプラザ

自然〝環境〟を保全しながらも
活かすまちづくり
●小型合併処理浄化槽設置補助 ……………………………
●県単補助治山事業 …………………………………………………
●農業集落排水特別会計繰出金 ……………………………
　農業集落排水事業を実施することにより、水質の向上を図りました。

２,９５６万３千円
３７０万円

２,７５８万９千円
▲来鉢地区農業集落排水施設

▲多くの観光客が訪れる湯布院地域

平成17年度
決 算

いや

平成17年度の主な事業を紹介します
平成17年10月1日～18年3月31日
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由
布
市
内
を
結
ぶ
、
由
布
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
出
発
式
が
１

月
４
日
、
庄
内
庁
舎
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
を
走
っ
て
い
た
福

祉
バ
ス
、
通
学
バ
ス
を
一
本
化
。
ま

た
、
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
を
結
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
足
の
確
保
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
発
式
に
は
市
や
大
分
バ
ス
、
亀

の
井
バ
ス
、
市
タ
ク
シ
ー
協
会
な
ど

関
係
者
約
50
人
が
出
席
。
首
藤
市
長

が「
市
民
の
足
と
し
て
大
い
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、
通
学
バ
ス

が
新
設
さ
れ
る
挾
間
・
南
田
代
地
区

の
甲
斐
夏
実
さ
ん（
挾
間
中
３
年
）

も
参
加
し
、
バ
ス
の
運
行
開
始
を
祝

い
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
試
験
運
行
の
状
況
調
査

を
行
い
、
12
月
か
ら
の
本
格
運
行
を

目
指
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を

な
す
も
の
。
地
方
公
共
団
体
の
行
政

運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
網
羅
し
て

計
上
し
た
会
計
で
あ
り
、
ま
た
特
別

会
計
で
計
上
さ
れ
る
以
外
の
す
べ
て

の
経
理
を
一
般
会
計
で
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

単
一
会
計
主
義
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
本
来
単
一
の
会
計
に
よ
っ
て
経

理
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
よ
う
に
行
政
の
活
動
範

囲
が
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
く
る
と

単
一
の
会
計
で
は
そ
の
内
容
が
か
え

っ
て
複
雑
に
な
り
、
内
容
も
理
解
し

に
く
く
、
会
計
処
理
も
困
難
と
な
っ

て
く
る
た
め
、
会
計
を
一
般
会
計
と

特
別
会
計
に
区
別
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す（
地
方
自
治
法
２
０
９

条
１
項
）。

【
特
別
会
計
】

　

特
定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
の
歳
入

歳
出
と
区
別
し
て
、
別
個
に
処
理
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

単
一
会
計
主
義
の
例
外
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
真
に
会
計
処
理
上
必
要

と
さ
れ
る
も
の
の
み
に
留
め
る
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

◀
中
型
バ
ス
と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
使
用

コミュニティバスの愛称を募集します

●対　象　市内在住、在勤、在学の方
●申し込み方法
①愛称案とその説明（理由） ②住所（市内在住でない方は勤務先・学校名） ③氏名（ふりがな）
④年齢 ⑤電話番号を記入の上、郵送、FAX、Eメールのいずれかでお申し込みください。
応募は１人１点とします。
「郵送先」〒879-5498由布市庄内町柿原302番地　由布市総合政策課
「FAX」097-582－3971
「Eメール」seisaku@city.yufu.oita.jp 
●締切り　２月28日㈬ （郵送の場合は消印有効）
●採用決定
市民交通対策検討委員会において決定し、採用者には記念品を差し上げます。ただし、同一
の愛称が複数あった場合には、抽選により採用者を決定させていただきます。
●発　表　広報及び市ホームページで発表するとともに、採用者には直接文書でお知らせします。
●その他
①愛称は自作で未発表のものに限ります。　②応募作品の権利は由布市に帰属します。
③応募作品は返却しません。
※お問い合わせは総合政策課企画調整係　☎097-582-1111 （内線217）まで。

　コミュニティバスの運行開始に伴い、子どもから高齢者まで、広く皆さん
に親しまれるよう、バスの愛称を募集します。愛称は寄せられた愛称案の中
から市民交通対策検討委員会の選考により決定します。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

　市では一般会計とは別に９の特別会計があり、
どの会計も私たちの暮らしを支えるために役立っ
ています。

特別会計の決算状況

農業集落排水事業特別会計
6,658万8,380円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始
！

由
布
路
を
走
る 歳 入

6,273万2,317円歳 出

385万6,063円差 引

久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計
3,222万5,442円歳 入

3,222万5,442円歳 出

0円差 引

健康温泉館事業特別会計
8,763万4,253円歳 入

8,763万4,253円歳 出

0円差 引

公共用地先行取得事業特別会計
212万5,892円歳 入

212万3,547円歳 出

2,345円差 引

国民健康保険特別会計
20億8,031万5,244円歳 入

18億1,043万5,826円歳 出

2億6,987万9,418円差 引

介護保険特別会計
15億6,624万1,426円歳 入

14億8,962万7,247円歳 出

7,661万4,179円差 引

老人保健特別会計
25億8,799万7,898円歳 入

26億2,637万9,120円歳 出

△3,838万1,222円差 引

簡易水道事業特別会計
2億6,158万4,490円歳 入

2億3,463万9,633円歳 出

2,694万4,857円差 引

公共下水道事業特別会計
949万3,583円歳 入

772万4,870円歳 出

176万8,713円差 引

※お知らせ：3月2日㈮はシャトルバスが全て運休します。その他の路線も一部運休しますので、時刻表をご覧ください。
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羅
し
て

計
上
し
た
会
計
で
あ
り
、
ま
た
特
別

会
計
で
計
上
さ
れ
る
以
外
の
す
べ
て

の
経
理
を
一
般
会
計
で
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

単
一
会
計
主
義
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
本
来
単
一
の
会
計
に
よ
っ
て
経

理
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
よ
う
に
行
政
の
活
動
範

囲
が
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
く
る
と

単
一
の
会
計
で
は
そ
の
内
容
が
か
え

っ
て
複
雑
に
な
り
、
内
容
も
理
解
し

に
く
く
、
会
計
処
理
も
困
難
と
な
っ

て
く
る
た
め
、
会
計
を
一
般
会
計
と

特
別
会
計
に
区
別
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す（
地
方
自
治
法
２
０
９

条
１
項
）。

【
特
別
会
計
】

　

特
定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
の
歳
入

歳
出
と
区
別
し
て
、
別
個
に
処
理
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

単
一
会
計
主
義
の
例
外
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
真
に
会
計
処
理
上
必
要

と
さ
れ
る
も
の
の
み
に
留
め
る
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

◀
中
型
バ
ス
と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
使
用

コミュニティバスの愛称を募集します

●対　象　市内在住、在勤、在学の方
●申し込み方法
①愛称案とその説明（理由） ②住所（市内在住でない方は勤務先・学校名） ③氏名（ふりがな）
④年齢 ⑤電話番号を記入の上、郵送、FAX、Eメールのいずれかでお申し込みください。
応募は１人１点とします。
「郵送先」〒879-5498由布市庄内町柿原302番地　由布市総合政策課
「FAX」097-582－3971
「Eメール」seisaku@city.yufu.oita.jp 
●締切り　２月28日㈬ （郵送の場合は消印有効）
●採用決定
市民交通対策検討委員会において決定し、採用者には記念品を差し上げます。ただし、同一
の愛称が複数あった場合には、抽選により採用者を決定させていただきます。
●発　表　広報及び市ホームページで発表するとともに、採用者には直接文書でお知らせします。
●その他
①愛称は自作で未発表のものに限ります。　②応募作品の権利は由布市に帰属します。
③応募作品は返却しません。
※お問い合わせは総合政策課企画調整係　☎097-582-1111 （内線217）まで。

　コミュニティバスの運行開始に伴い、子どもから高齢者まで、広く皆さん
に親しまれるよう、バスの愛称を募集します。愛称は寄せられた愛称案の中
から市民交通対策検討委員会の選考により決定します。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

　市では一般会計とは別に９の特別会計があり、
どの会計も私たちの暮らしを支えるために役立っ
ています。

特別会計の決算状況

農業集落排水事業特別会計
6,658万8,380円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始
！

由
布
路
を
走
る 歳 入

6,273万2,317円歳 出

385万6,063円差 引

久住飯田南部区域広域農業開発事業特別会計
3,222万5,442円歳 入

3,222万5,442円歳 出

0円差 引

健康温泉館事業特別会計
8,763万4,253円歳 入

8,763万4,253円歳 出

0円差 引

公共用地先行取得事業特別会計
212万5,892円歳 入

212万3,547円歳 出

2,345円差 引

国民健康保険特別会計
20億8,031万5,244円歳 入

18億1,043万5,826円歳 出

2億6,987万9,418円差 引

介護保険特別会計
15億6,624万1,426円歳 入

14億8,962万7,247円歳 出

7,661万4,179円差 引

老人保健特別会計
25億8,799万7,898円歳 入

26億2,637万9,120円歳 出

△3,838万1,222円差 引

簡易水道事業特別会計
2億6,158万4,490円歳 入

2億3,463万9,633円歳 出

2,694万4,857円差 引

公共下水道事業特別会計
949万3,583円歳 入

772万4,870円歳 出

176万8,713円差 引

※お知らせ：3月2日㈮はシャトルバスが全て運休します。その他の路線も一部運休しますので、時刻表をご覧ください。



平成19年 由布市成人式「記念写真」・「成人証書」の受取方法についてお知らせ平成19年 由布市成人式「記念写真」・「成人証書」の受取方法についてお知らせ
① 成人式に出席し「記念写真撮影」をされた方へ
　由布市成人式（１月７日）に出席された新成人者で、記念写真を撮影された方は、写真が
できています。
② 成人式に出席できなかった方へ
　由布市成人式（１月７日）に出席できなかった新成人者の方は、成人証書を準備しており
ます。
＊ ①・②の方は、出身地域の各公民館（湯布院公民館・庄内公民館・挾間公民館）にそれぞれ用意をしております。
　２月１日㈭～３月30日㈮までの間に、ご本人または代理の方でも結構ですので、お受け取り下さい。（代金不要です）

由布市教育委員会 生涯学習課
湯 布 院 公 民 館

庄 内 公 民 館
挾間公民館〈はさま未来館〉

☎0977-84-3111
☎0977-84-2604

☎097-582-0214
☎097-583-1118問い合わせ

祝

2007.2⑧⑨2007.2

　
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
の
３
町
消

防
団
で
構
成
す
る
由
布
市
連
合
消
防

団
の
特
別
点
検
が
１
月
12
日
、
挾
間

地
域
の
中
洲
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
由
布
市
連
合

消
防
団
か
ら
4
4
7
人
の
団
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、

訓
練
点
検
や
操
法
点
検
を
実
施
。
ま

た
、
宮
田
保
育
園
幼
年
消
防
隊
の
園

児
42
人
が
か
わ
い
ら
し
い
訓
練
点
検

を
披
露
し
、
場
内
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
の
最
後
に
は
放
水
点
検
へ
。

新
春
の
大
空
に
向
か
っ
て
各
部
の
ホ

ー
ス
か
ら
一
斉
に
放
水
さ
れ
、
出
初

め
式
を
飾
り
ま
し
た
。

　
団
員
、
各
部
の
各
種
表
彰
や
来
賓

祝
辞
が
行
わ
れ
た
後
、
佐
藤
勝
美
団

長
が「
３
消
防
団
の
融
和
を
図
っ
て

い
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▶
3
消
防
団
が
合
同
点
検

▶
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
出
す
中
隊
訓
練

　

各
地
域
の
代
表
者
に
成
人
証
書
と
記
念
品
が

◀
手
渡
さ
れ
ま
し
た

▶
仲
間
と
楽
し
く
記
念
写
真

▶
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
き
を
披
露
す
る
操
法
点
検

▲ポンプ車、小型ポンプによる放水点検 ▲宮田保育園幼年消防隊42人も参加

〝
団
員
出
動
！
〞

防
災
の
決
意
新
た
に

由
布
市
連
合
消
防
団
特
別
点
検
開
催

由
布
市
連
合
消
防
団
特
別
点
検
開
催

　
由
布
市
の
成
人
式
が
１
月
７
日
、

は
さ
ま
未
来
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
成
人
者
は
４
３
２
人
。

　
式
で
は
各
地
域
の
代
表
者
で
あ
る

工
藤
貴
広
さ
ん（
湯
布
院
）、
安
部

直
人
さ
ん（
挾
間
）、
森
山
依
里
さ

ん（
庄
内
）に
、
首
藤
市
長
が
成
人

証
書
と
記
念
品
の
図
書
カ
ー
ド
を
手

渡
し
、「
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、

立
派
に
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で

ほ
し
い
」と
式
辞
。

　
ま
た
挾
間
中
学
時
代
恩
師
の
佐
藤

重
信
さ
ん
が
、「
思
い
入
れ
の
心
を

持
っ
て
社
会
を
築
い
て
ほ
し
い
」と

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、

会
場
を
挾
間
小
学
校
体
育
館
に
移
し
、

恩
師
を
囲
ん
で
、
楽
し
い
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
式〝
よ
う
こ
そ
〞お
と
な
の
仲
間
入
り

国内外では
○ソ連のチェルノブイリ原発事故
○国鉄が分割民営化
県内では
○旧庄内町黒岳周辺でイヌワシ２羽確認
○大分市にコンパルホールが完成

成人者が誕生した昭和61年４月
２日から昭和62年４月１日まで
のニュース

▼全員が成人者の湯布院出身「PLEDGE」の演奏 ▼パーティーはお茶や牛乳で乾杯

▼
成
人
者
を
代
表
し

て
瀬
口
秀
政
さ
ん

（
庄
内
）が
謝
辞
。

「
人
の
痛
み
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
た
い
」
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。
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」



市政だより市政だより

2007.2⑩⑪2007.2

　
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
消
火
器
を
た
く
さ
ん
設

置
し
て
い
る
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
１
〜
２
本
設
置
し
て
い
る
小
規
模

な
事
業
所
や
一
般
住
宅
ま
で
ね
ら
っ
て
き
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は
、
相
手
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

納
得
確
認
で
き
る
ま
で
、
す
べ
て
の
書
類
に
サ
イ
ン
や
印
鑑
を
求
め
ら

れ
て
も
対
応
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
不
審
な
場
合
は
、
そ
の
場
で

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
由
布
市
内
の
火
災
件
数
は
42
件
で
、
前
年
よ
り
7
件
増
加
し
ま
し
た
。
特
に

建
物
火
災
が
10
件
増
え
、
総
数
で
20
件
と
な
り
死
者
４
人
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
出
火
原
因
別
で
は「
こ
ん

ろ
」「
た
ば
こ
」「
火
入
れ
の

延
焼
拡
大
」の
順
で
、
損
害

額
も
前
年
よ
り
３
，２
４
４

万
円
増
え
、
過
去
最
高
の
約

１
億
３
，８
０
０
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
救
急
件
数
は
１
，６
３
７

件（
前
年
比
21
件
増
）で
、
毎

年
増
加
を
し
て
お
り
過
去
最

多
を
記
録
し
ま
し
た
。
種
別

は
、
急
病
が
最
も
多
く
47
件

の
増
加
。次
い
で
転
院
、一
般
、

交
通
、
そ
の
他
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者（
放
火
自
殺
者
等
を
除
く
）数
は
、
過
去
最
多（
平
成

18
年
１
〜
９
月
）と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
火
災
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で

の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
早
期
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
自
動
消
火
装
置（
住
宅
用
簡
易
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）を
高
齢
者

や
体
が
不
自
由
な
方
の
世
帯
に
設
置
し
た
り
、
水
道
の
蛇
口
に
園
芸
用
散
水
器

具
を
常
備
し
て
お
く
と
簡
易
消
火
栓
に
な
り
、
思
わ
ぬ
時
に
役
立
ち
ま
す
。

平
成
１８
年
中
の
火
災・救
急
出
動
件
数
に
つ
い
て

３
つ
の
習
慣

　
●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　
●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

　
●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
物
品
を

　
　
使
用
す
る
。

　
●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　
　
を
つ
く
る
。

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

不
適
正
な「
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
点
検
販
売
」に
ご
用
心
！

由
布
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

左
記
の
条
件
を
満
た
す
人

　
　
　
　
　

・
年
齢
満
18
才
以
上
の
女
性（
高
校
生
を
除
く
）。

　
　
　
　
　

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
人
。

　
　
　
　
　

・
1
年
間
に
20
日
程
度
、
市
や
観
光
協
会
等
の
行
事（
祭
り
、
テ

　
　
　
　
　
　

レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
）に
参
加
し
、
市
の
概
要
や
観
光
等
を
P
R

　
　
　
　
　
　

で
き
る
人
。

　
　
　
　
　

・
健
康
で
明
る
い
人
。

応
募
方
法　

・
自
薦
、
他
薦（
家
族
、
職
場
、
自
治
区
、
友
人
な
ど
）は
問
い
ま

　
　
　
　
　
　

せ
ん
。

　
　
　
　
　

・
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

 

（
申
込
書
設
置
場
所
…
商
工
観
光
課
、
各
振
興
局
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

選
考
方
法　

一
次
審
査
は
書
類
審
査
、
二
次
審
査
は
面
接
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
審
査
で
惜
し
く
も
漏
れ
た
方
の
公
表
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

表
彰
・
賞　

表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

副
賞
と
し
て
主
催
者
、
後
援
者
か
ら
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
期
日　

2
月
1
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
（
☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
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内
線
5
1
3
、
5
1
4
）

　
　
　
　
　

〒
8
7
9
ー
5
1
9
2　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８
ー
１

由
布
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、
幅
広
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る

健
康
で
明
る
い
個
性
あ
ふ
れ
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
多
発
す
る
時
季
に
あ
た
り

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て「
山
火
事
予
防
運
動
」、

さ
ら
に「
車
両
火
災
予
防
運
動
」も
実
施
さ
れ
ま
す
。

募
集
！

平成18年の火災件数

平成18年の救急件数
種別地域別 急病 交通 一般 転院 その他 合計 前年比

266
196
280
742

53
33
74
160

挾　間
庄　内
湯布院
合　計

83
63
69
215

141
99
221
461

28
15
16
59

571
406
660
1,637

-24
-3
+48
+21

種別地域別 建物 林野 車輌 その他 合計 被害額（万円）前年比
6
4
10
20

1
2
4
7

挾　間
庄　内
湯布院
合　計

0
0
1
1

9
4
1
14

16
10
16
42

+2
-1
+6
+7

6,019
876
6,904
13,799

期
間
●
３
月
１
日
㈭
〜
３
月
７
日
㈬

　

庄
内
子
供
神
楽
愛
好
会
か
ら
昨
年

12
月
20
日
、
由
布
市
へ
１
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

を
代
表
し
て
油
布
充
君
、
川
野
大
樹

君
、
松
本
元
気
君
の
３
人
が
首
藤
市

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

▲「舞が終わった後の観客からの拍手
　がうれしいです」と話す子ども達

　
「
初
瀬
川
物
語
」実
行
委
員
会（
二

宮
修
二
実
行
委
員
長
）か
ら
昨
年
12

月
26
日
、
市
立
図
書
館
用
図
書
を
15

万
円
分
、
陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料

館
用
図
書
５
万
円
分
の
寄
贈
を
市
へ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
25
日
、
大
分
み
ら
い
信

金
同
友
会
向
原
支
部（
田
村
孝
正
常

任
幹
事
）か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち
つ

き
大
会
の
益
金
６
０
，９
５
８
円
を

市
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
か

ら
１
月
９
日
、
車
イ
ス
１
台
の
寄
贈

を
挾
間
中
学
校
へ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
社
会
福
祉
活
動
の
一
環「
私

た
ち
に
も
で
き
る
福
祉
活
動
」で
の

車
イ
ス
募
金
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

▲佐藤和昭校長（左）に車イスを贈る挾間
　町商工会女性部の大津留博子部長

寄

付

・

寄

贈

の

お

礼
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全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
消
火
器
を
た
く
さ
ん
設

置
し
て
い
る
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
１
〜
２
本
設
置
し
て
い
る
小
規
模

な
事
業
所
や
一
般
住
宅
ま
で
ね
ら
っ
て
き
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は
、
相
手
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

納
得
確
認
で
き
る
ま
で
、
す
べ
て
の
書
類
に
サ
イ
ン
や
印
鑑
を
求
め
ら

れ
て
も
対
応
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
不
審
な
場
合
は
、
そ
の
場
で

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
消
防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
由
布
市
内
の
火
災
件
数
は
42
件
で
、
前
年
よ
り
7
件
増
加
し
ま
し
た
。
特
に

建
物
火
災
が
10
件
増
え
、
総
数
で
20
件
と
な
り
死
者
４
人
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
出
火
原
因
別
で
は「
こ
ん

ろ
」「
た
ば
こ
」「
火
入
れ
の

延
焼
拡
大
」の
順
で
、
損
害

額
も
前
年
よ
り
３
，２
４
４

万
円
増
え
、
過
去
最
高
の
約

１
億
３
，８
０
０
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
救
急
件
数
は
１
，６
３
７

件（
前
年
比
21
件
増
）で
、
毎

年
増
加
を
し
て
お
り
過
去
最

多
を
記
録
し
ま
し
た
。
種
別

は
、
急
病
が
最
も
多
く
47
件

の
増
加
。次
い
で
転
院
、一
般
、

交
通
、
そ
の
他
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者（
放
火
自
殺
者
等
を
除
く
）数
は
、
過
去
最
多（
平
成

18
年
１
〜
９
月
）と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
火
災
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で

の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
早
期
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
自
動
消
火
装
置（
住
宅
用
簡
易
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）を
高
齢
者

や
体
が
不
自
由
な
方
の
世
帯
に
設
置
し
た
り
、
水
道
の
蛇
口
に
園
芸
用
散
水
器

具
を
常
備
し
て
お
く
と
簡
易
消
火
栓
に
な
り
、
思
わ
ぬ
時
に
役
立
ち
ま
す
。

平
成
１８
年
中
の
火
災・救
急
出
動
件
数
に
つ
い
て

３
つ
の
習
慣

　
●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　
●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

　
●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
物
品
を

　
　
使
用
す
る
。

　
●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

　
　
を
つ
く
る
。

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

不
適
正
な「
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
問
点
検
販
売
」に
ご
用
心
！

由
布
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

左
記
の
条
件
を
満
た
す
人

　
　
　
　
　

・
年
齢
満
18
才
以
上
の
女
性（
高
校
生
を
除
く
）。

　
　
　
　
　

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
、
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
人
。

　
　
　
　
　

・
1
年
間
に
20
日
程
度
、
市
や
観
光
協
会
等
の
行
事（
祭
り
、
テ

　
　
　
　
　
　

レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
）に
参
加
し
、
市
の
概
要
や
観
光
等
を
P
R

　
　
　
　
　
　

で
き
る
人
。

　
　
　
　
　

・
健
康
で
明
る
い
人
。

応
募
方
法　

・
自
薦
、
他
薦（
家
族
、
職
場
、
自
治
区
、
友
人
な
ど
）は
問
い
ま

　
　
　
　
　
　

せ
ん
。

　
　
　
　
　

・
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。
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書
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…
商
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観
光
課
、
各
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興
局
市
民
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課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

選
考
方
法　

一
次
審
査
は
書
類
審
査
、
二
次
審
査
は
面
接
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
審
査
で
惜
し
く
も
漏
れ
た
方
の
公
表
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

表
彰
・
賞　

表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

副
賞
と
し
て
主
催
者
、
後
援
者
か
ら
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
期
日　

2
月
1
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈮　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
（
☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1 

内
線
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3
、
5
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8
7
9
ー
5
1
9
2　

由
布
市
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８
ー
１

由
布
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、
幅
広
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る

健
康
で
明
る
い
個
性
あ
ふ
れ
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
多
発
す
る
時
季
に
あ
た
り

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て「
山
火
事
予
防
運
動
」、

さ
ら
に「
車
両
火
災
予
防
運
動
」も
実
施
さ
れ
ま
す
。

募
集
！

平成18年の火災件数

平成18年の救急件数
種別地域別 急病 交通 一般 転院 その他 合計 前年比

266
196
280
742

53
33
74
160

挾　間
庄　内
湯布院
合　計

83
63
69
215

141
99
221
461

28
15
16
59

571
406
660
1,637

-24
-3
+48
+21

種別地域別 建物 林野 車輌 その他 合計 被害額（万円）前年比
6
4
10
20

1
2
4
7

挾　間
庄　内
湯布院
合　計

0
0
1
1

9
4
1
14

16
10
16
42

+2
-1
+6
+7

6,019
876
6,904
13,799

期
間
●
３
月
１
日
㈭
〜
３
月
７
日
㈬

　

庄
内
子
供
神
楽
愛
好
会
か
ら
昨
年

12
月
20
日
、
由
布
市
へ
１
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

を
代
表
し
て
油
布
充
君
、
川
野
大
樹

君
、
松
本
元
気
君
の
３
人
が
首
藤
市

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

▲「舞が終わった後の観客からの拍手
　がうれしいです」と話す子ども達

　
「
初
瀬
川
物
語
」実
行
委
員
会（
二

宮
修
二
実
行
委
員
長
）か
ら
昨
年
12

月
26
日
、
市
立
図
書
館
用
図
書
を
15

万
円
分
、
陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料

館
用
図
書
５
万
円
分
の
寄
贈
を
市
へ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
25
日
、
大
分
み
ら
い
信

金
同
友
会
向
原
支
部（
田
村
孝
正
常

任
幹
事
）か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち
つ

き
大
会
の
益
金
６
０
，９
５
８
円
を

市
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
か

ら
１
月
９
日
、
車
イ
ス
１
台
の
寄
贈

を
挾
間
中
学
校
へ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
社
会
福
祉
活
動
の
一
環「
私

た
ち
に
も
で
き
る
福
祉
活
動
」で
の

車
イ
ス
募
金
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

▲佐藤和昭校長（左）に車イスを贈る挾間
　町商工会女性部の大津留博子部長

寄

付

・

寄

贈

の

お

礼



市政だより市政だより

2007.2⑫⑬2007.2

由 布 布 臨 時 的 雇 用 職 員 及 び  嘱 託 職 員 の 登 録 受 付 に つ い て

　 職 種 　
事 務 補 助 員 等

徴 収 員

レ セプト点 検 嘱 託 員

介 護 認 定 調 査 員

保 健 師

看 護 師

　 年 齢 　
1 8 歳～ 5 5 歳

4 0 歳～ 6 5 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

3 0 歳～ 5 5 歳

2 2 歳～ 6 0 歳

〃

勤 務 地
市 内

〃

湯 布 院

各 庁 舎

〃

〃

　 応 募 条 件 　
業務に必要なパソコン技能を有する人

税関係の徴収及び収納事務

医療事務資格を有する人

保健師・看護師、若しくはケアマネージャーで
普通自動車免許を有する人

保健師資格を有する人

看護師資格を有する人

　 職 種 　
小 学 校 臨 時 講 師

学 校 図 書 司 書

学 校 校 務 員

幼 稚 園 臨 時 教 諭

幼稚園預かり保育指導員

学 校 給 食 調 理 員

事 務 補 助 員

施 設 管 理 員

社 会 教 育 指 導 員

　 年 齢 　
2 2 歳～ 6 0 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

2 0 歳～ 5 5 歳

2 0 歳～ 5 5 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 5 5 歳

3 0 歳～ 6 5 歳

4 0 歳～ 6 5 歳

勤 務 地
市 内

〃

〃

〃

〃

庄 内

市 内

〃

〃

　 応 募 条 件 　
小学校教育免許資格を有する人

学校図書司書資格を有する人

学校の条件による

幼稚園教諭免許資格を有する人

　〃

学校の条件による

業務に必要なパソコン技能を有する人

施設の条件による

業務に必要な技能を有する人

　 職 種 　
保 育 士

調 理 員

支 援 員

看 護 師

夜 間 介 助 支 援 員

管 理 宿 直 員

支 援 員

介 助 員 （ 昼 間 ）

　〃　（昼夜交替制）

夜 間 警 備 員 等

調 理 員

作 業 員・技 術 補 助 員

業 務 補 助 員

　 年 齢 　
2 0 歳～ 5 5 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

2 2 歳～ 6 0 歳

40歳～65歳位

〃

1 8 歳～ 6 0 歳

40歳～65歳位

〃

〃

1 8 歳～ 6 0 歳

〃

2 2 歳～ 6 5 歳

勤 務 地
挾 間 、庄 内

挾 間 保 育 所

小松寮（庄内）

〃

〃

〃

寿楽苑（庄内）

〃

〃

〃

各 施 設

市 内

健 康 温 泉 館

　 応 募 条 件 　
保育士資格を有する人（採用後要健康診断書）

調理師免許を有する人（採用後要健康診断書）

施設の条件による

看護師資格を有する人

施設の条件による

　〃

施設の条件による

　〃

　〃

　〃

施設の条件による（採用後要健康診断書）

施設の条件による

　〃

１．事務職

２．作業職

　由布市では、市の各庁舎及び施設において事務補助、作業等を行う臨時・嘱託
職員の採用候補者名簿の登録を受け付けています。この登録は、必要な業務に応
じて雇用するものであり、必ずしも雇用をお約束するものではありません。

１．申込方法等
　⑴総務課、各振興局に備え付けの応募用紙に必要事項を記入（写真を添付のうえ希望する職種を優先順に
　　記入）し、住所、氏名を書いた官製はがきを同封し、直接又は郵送（封筒の表に「臨時職員希望」と朱書き）
　　で総務課までお申し込みください（はがきは試験日程等をお知らせするものです）。
　　※資格を有する職種は、資格証明書等の写しを添付してください。
　⑵次のいずれかに該当する人は、申し込みできません。
　　①成年後見人又は被補佐人
　　②禁錮刑以上の刑に処せられて、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　　③日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
　　　張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人  
　　④会社、団体での申し込みはご遠慮願います。
　⑶申込受付期間
　・平成19年２月9日㈮～２月23日㈮
　・午前８時30分から午後5時（土曜日、日曜日、祝日を除く）。
　・郵送の場合は、２月23日までの消印有効です。

2．採用について
　⑴登録採用試験について　　試験内容　面接試験
　　　　　　　　　　　　　　試 験 日　平成19年３月１日から随時
　⑵雇用期間は、最長１年です。
　⑶応募多数の場合は、由布市内在住者を優先します。
　⑷採用の必要がある時に、登録者の中から選考し連絡を致します。
    ※登録期間は１年間とします。

3．勤務条件等について
　⑴賃金　業務内容により、単価が異なります。
　⑵勤務時間　原則として午前８時30分から午後５時ですが、職場によっては異なることがあります。
　⑶その他
　・交通費　支給しません。
　・休日等　原則として、土曜、日曜、祝日が休日となります（職場によっては、休日が異なります）。
　・休暇等　本市の規定により、年次有給休暇等が付与されます。
　・社会保険等　社会保険、雇用保険に加入していただきます。

市
長
部
局

教
育
委
員
会

総務課職員係（☎097ー582ー1111 内線205、206）
〒879-5498 由布市庄内町柿原302番地
※申込用紙、詳細については、挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課にも
　置いています。

申込・問い合わせ

平成19年度 由布市臨時的雇用職員及び嘱託職員の登録受付内容



市政だより市政だより

2007.2⑫⑬2007.2

由 布 布 臨 時 的 雇 用 職 員 及 び  嘱 託 職 員 の 登 録 受 付 に つ い て

　 職 種 　
事 務 補 助 員 等

徴 収 員

レ セプト点 検 嘱 託 員

介 護 認 定 調 査 員

保 健 師

看 護 師

　 年 齢 　
1 8 歳～ 5 5 歳

4 0 歳～ 6 5 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

3 0 歳～ 5 5 歳

2 2 歳～ 6 0 歳

〃

勤 務 地
市 内

〃

湯 布 院

各 庁 舎

〃

〃

　 応 募 条 件 　
業務に必要なパソコン技能を有する人

税関係の徴収及び収納事務

医療事務資格を有する人

保健師・看護師、若しくはケアマネージャーで
普通自動車免許を有する人

保健師資格を有する人

看護師資格を有する人

　 職 種 　
小 学 校 臨 時 講 師

学 校 図 書 司 書

学 校 校 務 員

幼 稚 園 臨 時 教 諭

幼稚園預かり保育指導員

学 校 給 食 調 理 員

事 務 補 助 員

施 設 管 理 員

社 会 教 育 指 導 員

　 年 齢 　
2 2 歳～ 6 0 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

2 0 歳～ 5 5 歳

2 0 歳～ 5 5 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 5 5 歳

3 0 歳～ 6 5 歳

4 0 歳～ 6 5 歳

勤 務 地
市 内

〃

〃

〃

〃

庄 内

市 内

〃

〃

　 応 募 条 件 　
小学校教育免許資格を有する人

学校図書司書資格を有する人

学校の条件による

幼稚園教諭免許資格を有する人

　〃

学校の条件による

業務に必要なパソコン技能を有する人

施設の条件による

業務に必要な技能を有する人

　 職 種 　
保 育 士

調 理 員

支 援 員

看 護 師

夜 間 介 助 支 援 員

管 理 宿 直 員

支 援 員

介 助 員 （ 昼 間 ）

　〃　（昼夜交替制）

夜 間 警 備 員 等

調 理 員

作 業 員・技 術 補 助 員

業 務 補 助 員

　 年 齢 　
2 0 歳～ 5 5 歳

2 0 歳～ 6 0 歳

1 8 歳～ 6 0 歳

2 2 歳～ 6 0 歳

40歳～65歳位

〃

1 8 歳～ 6 0 歳

40歳～65歳位

〃

〃

1 8 歳～ 6 0 歳

〃

2 2 歳～ 6 5 歳

勤 務 地
挾 間 、庄 内

挾 間 保 育 所

小松寮（庄内）

〃

〃

〃

寿楽苑（庄内）

〃

〃

〃

各 施 設

市 内

健 康 温 泉 館

　 応 募 条 件 　
保育士資格を有する人（採用後要健康診断書）

調理師免許を有する人（採用後要健康診断書）

施設の条件による

看護師資格を有する人

施設の条件による

　〃

施設の条件による

　〃

　〃

　〃

施設の条件による（採用後要健康診断書）

施設の条件による

　〃

１．事務職

２．作業職

　由布市では、市の各庁舎及び施設において事務補助、作業等を行う臨時・嘱託
職員の採用候補者名簿の登録を受け付けています。この登録は、必要な業務に応
じて雇用するものであり、必ずしも雇用をお約束するものではありません。

１．申込方法等
　⑴総務課、各振興局に備え付けの応募用紙に必要事項を記入（写真を添付のうえ希望する職種を優先順に
　　記入）し、住所、氏名を書いた官製はがきを同封し、直接又は郵送（封筒の表に「臨時職員希望」と朱書き）
　　で総務課までお申し込みください（はがきは試験日程等をお知らせするものです）。
　　※資格を有する職種は、資格証明書等の写しを添付してください。
　⑵次のいずれかに該当する人は、申し込みできません。
　　①成年後見人又は被補佐人
　　②禁錮刑以上の刑に処せられて、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　　③日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
　　　張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人  
　　④会社、団体での申し込みはご遠慮願います。
　⑶申込受付期間
　・平成19年２月9日㈮～２月23日㈮
　・午前８時30分から午後5時（土曜日、日曜日、祝日を除く）。
　・郵送の場合は、２月23日までの消印有効です。

2．採用について
　⑴登録採用試験について　　試験内容　面接試験
　　　　　　　　　　　　　　試 験 日　平成19年３月１日から随時
　⑵雇用期間は、最長１年です。
　⑶応募多数の場合は、由布市内在住者を優先します。
　⑷採用の必要がある時に、登録者の中から選考し連絡を致します。
    ※登録期間は１年間とします。

3．勤務条件等について
　⑴賃金　業務内容により、単価が異なります。
　⑵勤務時間　原則として午前８時30分から午後５時ですが、職場によっては異なることがあります。
　⑶その他
　・交通費　支給しません。
　・休日等　原則として、土曜、日曜、祝日が休日となります（職場によっては、休日が異なります）。
　・休暇等　本市の規定により、年次有給休暇等が付与されます。
　・社会保険等　社会保険、雇用保険に加入していただきます。

市
長
部
局

教
育
委
員
会

総務課職員係（☎097ー582ー1111 内線205、206）
〒879-5498 由布市庄内町柿原302番地
※申込用紙、詳細については、挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課にも
　置いています。

申込・問い合わせ

平成19年度 由布市臨時的雇用職員及び嘱託職員の登録受付内容
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「
住
み
慣
れ
た
地
域
を
良
く
し
た

い
」、
だ
れ
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、「
こ
れ
を
や
れ
ば
」

と
い
っ
た
明
快
な
解
決
策
は
な
い
よ

う
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
自
身
が
地

域
の
状
況
を
見
つ
め
直
し
改
善
を
繰

り
返
す
な
か
で
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
の
実
情
に
沿
っ
て
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
点
検
、
見
直
し
、

計
画
策
定
、
実
施
の
サ
イ
ク
ル
化
に

よ
る
地
域
の
着
実
な
活
性
化
を
、
笑

顔
の
輝
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
挾
間
由
布
川
東
部
４
地

区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る
夜

　

間
見
回
り
活
動

●
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
街

　

頭
見
守
り
活
動

●
啓
発
活
動（
看
板
設
置
、
新
聞

　

発
行
な
ど
）

●
地
域
づ
く
り
講
演
会
の
開
催

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か

　

け
運
動

●
安
心
マ
ッ
プ
の
作
成

●
防
災
訓
練（
炊
き
出
し
、
避
難

　

訓
練
、
消
火
器
操
作
、
地
震
体

　

験
な
ど
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
自
身
に
よ
る
活
動

で
、
住
環
境
の
改
善
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

住
民
主
導
で

笑
顔
の
輝
く
地
域
づ
く
り

地域のことは地域で！

「由布コミュニティ事業」実施中 その4
（地域の底力再生）

　住民主導の地域づくりと由布コミュニティ（地域の底力）再生事業の
報告発表を兼ねて「フォーラムＹＵＦＵ」を開催します。
◆日時　２月25日㈰ 午後１時～４時30分
◆場所　はさま未来館
◆内容　・由布コミュニティ事業の報告発表
　　　　・講演「行政に頼らないまちおこし」
　　　　・パネルディスカッション「地域コミュニティの再生に向けて」
　なお、当日は由布市生涯学習フェスティバルも同時に開催されます。
多くの市民の皆さんの参加をお願いします。

▲防犯パトロール隊と子ども達

▲地域役員、PTA関係者などが集まった合同会議

　

由
布
川
東
部
４
地
区
は
、
現
在
人

口
約
３
５
０
０
人
、
大
分
・
別
府
両

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
増

の
進
む
医
大
周
辺
の
振
興
住
宅
地
域

で
す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
が
多
く
、

地
域
の
最
大
の
関
心
事
は
安
心
し
て

住
め
る
地
域
づ
く
り
で
し
た
。
４
地

区
が
連
携
し
、
役
員
さ
ん
を
中
心
に

地
域
課
題
の
確
認
と
解
決
に
向
け
て

会
合
を
重
ね
て
い
ま
す
。
一
昨
年
か

ら
地
区
を
挙
げ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
次
の
よ
う
な
安
心
・
安
全
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

由
布
川
東
部
４
地
区

フォーラムＹＵＦＵ

　
納
税
組
合
へ
の
事
務
費
の
交
付
が
平
成
19
年
度
か
ら
廃

止
に
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
税
の
納
付
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
　
平
成
19
年
度
か
ら
市
税
の
納
税
通
知
書
は
、

直
接
各
納
税
者
に
送
付
し
ま
す
。
納
期

限
内
納
付
の
推
進
に
、
安
心
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
４
月
か
ら

納
税
組
合
事
務
費
交
付
要
綱
が

廃
止
に
な
り
ま
す

便
利
で
確
実
な「
口
座
振
替
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替
は
３
月
中
に
手
続
を

●
申
込
方
法

　
・
口
座
振
替
利
用
申
込
書
は
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所
に

　
　
あ
り
ま
す
。

　
・
申
込
書
の
提
出
先
は
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
に
な
り
ま
す
。（
届

　
　
け
出
を
さ
れ
る
時
は
、
通
帳
と
通
帳
印
が
必
要
で
す
）

●
振
替
日

　
通
常
は
、
各
納
期
限
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
が
、
振
替
日（
納
期

　
限
）が
土
、
日
、
祝
日
等
で
金
融
機
関
が
休
業
日
の
場
合
に
は
、

　
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　
大
分
銀
行
、
豊
和
銀
行
、
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫

　
大
分
県
信
用
組
合
、 

Ｊ
Ａ
さ
わ
や
か
、 

Ｊ
Ａ
ゆ
ふ
い
ん
、
郵
便
局

●
問
い
合
わ
せ　

収
納
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収
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係
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　品目横断的経営安定対策、米政策改革推進対策、農地・水・
環境保全向上対策に係る交付金等について、新しい課税の特
例措置が19年度から認められます。
　この特例措置により、品目横断的経営安定対策の交付金等
を受領した担い手の方が、この交付金等を経営発展のための
準備金として積み立てた場合、その積立分について必要経費
（損金）に算入することができます。
　また、積み立てた準備金を取り崩して、農業用固定資産（農
用地・農業用機械等）を取得した場合、圧縮記帳（圧縮額を
損金に算入）することができます。
　交付金等を受領する人で、税制特例を受けようと思う担い
手の人は、次のような税務上の手続きが必要となります。 詳
しくは、最寄りの税務署にご相談ください。

　自動車税は、毎年４月１日現在に運
輸支局に登録されている自動車の所有
者（割賦販売の場合は使用者）にその
年度分（４月から翌年３月まで）が課
税されます。
　次のような場合は、必ず大分運輸支
局（☎050－5540－2087）で登録
手続きをしてください。この手続きを
しないと、引き続き自動車税が課税さ
れます。
●自動車を下取りに出したり、他人に
譲渡したとき…移転登録
●自動車を使用しなくなったり、解体
したとき…抹消登録
　また、名義人が住所変更した場合は、
大分県税事務所自動車税管理室と運輸
支局に変更の届けをしてください。

※担い手とは、認定農業者と一定の集落営農組織です。

①20年の確定申告（19年分の所得）は青色申告で行う
　ことが必要です。このため、平成19年３月15日まで
　に「青色申告承認申請書」を最寄りの税務署に提出す
　る必要があります。
②その際、平成19年１月以降の事業について、所定の
　帳簿で記帳する必要があります。

担い手の皆さんに対する

新しい税制の特別措置について

大分県税事務所自動車税管理室
　大分市大津町３-４-13
　☎097－552－1121

問い合わせ

自動車の移転登録、
抹消登録はおすみですか
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「
住
み
慣
れ
た
地
域
を
良
く
し
た

い
」、
だ
れ
も
が
願
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、「
こ
れ
を
や
れ
ば
」

と
い
っ
た
明
快
な
解
決
策
は
な
い
よ

う
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
自
身
が
地

域
の
状
況
を
見
つ
め
直
し
改
善
を
繰

り
返
す
な
か
で
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
の
実
情
に
沿
っ
て
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
点
検
、
見
直
し
、

計
画
策
定
、
実
施
の
サ
イ
ク
ル
化
に

よ
る
地
域
の
着
実
な
活
性
化
を
、
笑

顔
の
輝
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
挾
間
由
布
川
東
部
４
地

区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る
夜

　

間
見
回
り
活
動

●
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
街

　

頭
見
守
り
活
動

●
啓
発
活
動（
看
板
設
置
、
新
聞

　

発
行
な
ど
）

●
地
域
づ
く
り
講
演
会
の
開
催

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か

　

け
運
動

●
安
心
マ
ッ
プ
の
作
成

●
防
災
訓
練（
炊
き
出
し
、
避
難

　

訓
練
、
消
火
器
操
作
、
地
震
体

　

験
な
ど
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
自
身
に
よ
る
活
動

で
、
住
環
境
の
改
善
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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域
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治
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テ
ィ
振
興
に
よ
る
ま
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づ
く
り

住
民
主
導
で

笑
顔
の
輝
く
地
域
づ
く
り

地域のことは地域で！

「由布コミュニティ事業」実施中 その4
（地域の底力再生）

　住民主導の地域づくりと由布コミュニティ（地域の底力）再生事業の
報告発表を兼ねて「フォーラムＹＵＦＵ」を開催します。
◆日時　２月25日㈰ 午後１時～４時30分
◆場所　はさま未来館
◆内容　・由布コミュニティ事業の報告発表
　　　　・講演「行政に頼らないまちおこし」
　　　　・パネルディスカッション「地域コミュニティの再生に向けて」
　なお、当日は由布市生涯学習フェスティバルも同時に開催されます。
多くの市民の皆さんの参加をお願いします。

▲防犯パトロール隊と子ども達

▲地域役員、PTA関係者などが集まった合同会議
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ど
も
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く
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の
最
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の
関
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事
は
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る
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で
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た
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役
員
さ
ん
を
中
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に
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課
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の
確
認
と
解
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向
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会
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。
一
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年
か
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を
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、
地
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の
皆
さ
ん

で
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の
よ
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な
安
心
・
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地
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取
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組
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ま
す
。
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の
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付
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19
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ら
廃

止
に
な
り
ま
す
。
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市
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の
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に
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た
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申
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上
げ
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す
。
　
平
成
19
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度
か
ら
市
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の
納
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通
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接
各
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に
送
付
し
ま
す
。
納
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限
内
納
付
の
推
進
に
、
安
心
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
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用
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だ
さ
い
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今
年
４
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か
ら
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税
組
合
事
務
費
交
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要
綱
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止
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す

便
利
で
確
実
な「
口
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振
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」を
ご
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く
だ
さ
い

　
４
月
分
か
ら
の
口
座
振
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は
３
月
中
に
手
続
を

●
申
込
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法

　
・
口
座
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替
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用
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書
は
、
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融
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、
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局
、
市
役
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に
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り
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す
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書
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、
金
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関
、
郵
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に
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す
。（
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け
出
を
さ
れ
る
時
は
、
通
帳
と
通
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印
が
必
要
で
す
）

●
振
替
日

　
通
常
は
、
各
納
期
限
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
が
、
振
替
日（
納
期

　
限
）が
土
、
日
、
祝
日
等
で
金
融
機
関
が
休
業
日
の
場
合
に
は
、

　
翌
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業
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と
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ま
す
。

●
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機
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行
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和
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　品目横断的経営安定対策、米政策改革推進対策、農地・水・
環境保全向上対策に係る交付金等について、新しい課税の特
例措置が19年度から認められます。
　この特例措置により、品目横断的経営安定対策の交付金等
を受領した担い手の方が、この交付金等を経営発展のための
準備金として積み立てた場合、その積立分について必要経費
（損金）に算入することができます。
　また、積み立てた準備金を取り崩して、農業用固定資産（農
用地・農業用機械等）を取得した場合、圧縮記帳（圧縮額を
損金に算入）することができます。
　交付金等を受領する人で、税制特例を受けようと思う担い
手の人は、次のような税務上の手続きが必要となります。 詳
しくは、最寄りの税務署にご相談ください。

　自動車税は、毎年４月１日現在に運
輸支局に登録されている自動車の所有
者（割賦販売の場合は使用者）にその
年度分（４月から翌年３月まで）が課
税されます。
　次のような場合は、必ず大分運輸支
局（☎050－5540－2087）で登録
手続きをしてください。この手続きを
しないと、引き続き自動車税が課税さ
れます。
●自動車を下取りに出したり、他人に
譲渡したとき…移転登録
●自動車を使用しなくなったり、解体
したとき…抹消登録
　また、名義人が住所変更した場合は、
大分県税事務所自動車税管理室と運輸
支局に変更の届けをしてください。

※担い手とは、認定農業者と一定の集落営農組織です。

①20年の確定申告（19年分の所得）は青色申告で行う
　ことが必要です。このため、平成19年３月15日まで
　に「青色申告承認申請書」を最寄りの税務署に提出す
　る必要があります。
②その際、平成19年１月以降の事業について、所定の
　帳簿で記帳する必要があります。

担い手の皆さんに対する

新しい税制の特別措置について

大分県税事務所自動車税管理室
　大分市大津町３-４-13
　☎097－552－1121

問い合わせ

自動車の移転登録、
抹消登録はおすみですか
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　由布市選挙管理委員会では、平成19
年４月８日㈰執行予定の大分県議会議
員選挙由布市選挙区の立候補予定者説
明会を下記のとおり開催します。
　立候補を予定されている方（代理の
方でも構いません）は、必ずご出席く
ださい。

日時◆３月15日㈭ 午後２時～

場所◆庄内庁舎（保健センター）
　　　２階　健康増進室

その他◆当日は、立候補届出に関する
諸用紙を配布しますので、出席される
方は印鑑（受領印）を持参してください。

問い合わせ◆選挙管理委員会
☎ 097-582-1111・内線 306

　由布市水道課では、水道水
の安全確認のため水道法に基
づき、定期的に水質検査を実
施しています。
　水道法の施行規則では、新
年度に実施する水質検査の内
容について「水質検査計画」を
作成し、需用者へ公表するこ
ととされています。
　これに伴い、水道課では「平
成１９年度水質検査計画」を作
成しました。閲覧をご希望の
方は、由布市役所水道課（挾
間庁舎）、庄内振興局市民サ
ービス課水道係、湯布院振興
局市民サービス課水道係まで
お越しください。閲覧は平成
１９年３月１日からです。

問い合わせ

水道課（☎097－583－111
1 内線1113）

由
布
市
奨
学
会
奨
学
生
募
集

■
対
象
者

　
保
護
者（
世
帯
主
）が
１
年
以
上

由
布
市
に
在
住
し
て
い
る
人
の
子
弟

で
高
校
、
高
専
、
大
学
ま
た
は
短
大

に
在
学
し
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

■
貸
与
金
額（
月
額
）　

　
高
校
奨
学
生　
７
千
円

　
高
専
奨
学
生　
９
千
円

　
大
学（
短
大
）奨
学
生　
２
万
円

■
募
集
期
間　

　
平
成
19
年
４
月
中
旬
〜
５
月
末

■
願
書
配
布
先

　
学
校
教
育
課（
湯
布
院
庁
舎
）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
挾
間
庁
舎
）

　
市
民
課（
庄
内
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
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7
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小
・
中
学
校
就
学
援
助
の

お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ん
を
小
・
中
学
校
に
就
学

さ
せ
る
の
に
、
経
済
的
な
理
由
で
お

困
り
の
人
に
学
用
品
、
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
2
月
に
学
校

か
ら
配
布
さ
れ
る「
就
学
援
助
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
学
校
教
育
課（
☎
０
９
７

７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
２
４
３
）

ま
た
は
各
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
の

お
知
ら
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

域
・
指
導
活
動
な
ど
を
行
う
５
人
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
を
対
象
に
し
た
保
険
で
す
。

　
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
付
期
間　
平
成
19
年
３
月
１
日

　
〜
平
成
20
年
３
月
28
日

■
保
険
期
間　
平
成
19
年
４
月
１
日

　
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

■
加
入
依
頼
書
設
置
場
所

　
市
体
育
振
興
課
、
湯
布
院
公
民
館

　
庄
内
公
民
館
、
挾
間
公
民
館
、
湯

　
布
院
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
体
育
振
興
課

　
☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1

市
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

１
月
１
日
付
け（　
）内
は
旧
職
名

総
務
部【
税
務
課
】▽
課
長
補
佐（
庄

内
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
）生

野
博
文　
【
国
体
準
備
室
】▽
室
長
補

佐（
税
務
課
課
長
補
佐
）佐
藤
式
男

　

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る「
第
13

回
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
」の
審
査
が
12
月
18
日
、

庄
内
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協
議
会
理

事
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
左
記
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
平
成
15
年
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ

り
、
離
婚
等
に
よ
り
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
生
活
の
激
変
を
一
定
期
間

で
緩
和
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
促
進
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
れ
と
と
も
に
、将
来
に
わ
た
り
制
度
が
安
定
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

左
記
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
早
い
ほ
う
の
期
間
が
経
過
し
た
と
き
に
、

手
当
の
一
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
す
る
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
開
始
か
ら
５
年

　

②
離
婚
な
ど
か
ら
７
年

　

早
い
方
で
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
が
減

額
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

減
額
金
額
の
具
体
的
な
算
出
方
法
は
、
今
後
政
令
で
定

め
ら
れ
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
減
額
金
額
は
最

大
で
も
２
分
の
１
を
超
え
な
い
見
込
み
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
対
策
課（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
3
1
9
）

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

　

大
分
庄
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ  

小
野
屋
区

コ
ス
モ
ス
共
同
花
壇
の
部

◆
特
選

　

後
藤
美
佐（
庄
内
・
西
長
宝
）

◆
１
等

　

粟
生
照
夫（
庄
内
・
東
長
宝
）

◆
２
等

　

松
井
タ
ミ
子（
挾
間
・
医
大
ケ
丘
3
丁
目
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

お
し
え
て
！

　
　

 

国
民
年
金

　
国
民
年
金
保

険
料
の
口
座
振

替
を「
当
月
末
振
替（
早
割
）」に
す

る
と
、
毎
月
50
円
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

初
回
は
２
カ
月
分
の
保
険
料（
前
月

分
定
額
保
険
料
＋
当
月
分
割
引
き
保

険
料
）の
振
り
替
え
と
な
り
、
そ
の

後
の
保
険
料
は
毎
月
50
円
割
引
き
と

な
り
ま
す
。

　
50
円
割
引
き
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
な
お
、
現
在
翌
月
末
振
り

替
え
を
さ
れ
て
い
る
方
も
当
月
末
振

り
替
え
に
す
る
た
め
に
は
、
変
更
の

お
申
し
出
が
必
要
で
す
。

◎
手
続
き
は
預（
貯
）金
口
座
の
あ

　
る
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事

　
務
所
へ
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付

　
案
内
書
ま
た
は
年
金
手
帳
②
預

　
（
貯
）金
通
帳
③
金
融
機
関
届
出

　
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
一
部
納
付（
半
額
免
除
な
ど
）の

　
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
早
割
の

　
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
明

　
な
点
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

　
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
で

▲グランプリ▲特選

物
品（
委
託
）な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
３
月
15
日
ま
で
に

　

平
成
１９
年
度
に
、
由
布
市
が
発
注
す

る
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買
入
れ
、

製
造
の
請
負（
工
事
を
除
く
）、 

そ
の
他

の
契
約
に
係
る
競
争
入
札（
見
積
も
り
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

　

市
契
約
管
理
課（
挾
間
庁
舎
）

●
提
出
方
法　

持
参（
郵
送
不
可
）

※
申
請
書
の
様
式
は
契
約
管
理
課
に
置

　

い
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
２
月
28
日
ま
で
に 

　

平
成
19
年
度
に
、
由
布
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
２
月
28
日
㈬
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

　

契
約
管
理
課（
挾
間
庁
舎
）

●
提
出
方
法

　

持
参
又
は
郵
送（
２
月
28
日
必
着
）

問い合わせ

契
約
管
理
課

☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
４
）

平
成
20
年
度
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

始
ま
り
ま
す

大分県議会議員選挙
由布市選挙区
立候補予定者説明会

水質
検査
計画について



市政だより市政だより

2007.2⑯⑰2007.2

　由布市選挙管理委員会では、平成19
年４月８日㈰執行予定の大分県議会議
員選挙由布市選挙区の立候補予定者説
明会を下記のとおり開催します。
　立候補を予定されている方（代理の
方でも構いません）は、必ずご出席く
ださい。

日時◆３月15日㈭ 午後２時～

場所◆庄内庁舎（保健センター）
　　　２階　健康増進室

その他◆当日は、立候補届出に関する
諸用紙を配布しますので、出席される
方は印鑑（受領印）を持参してください。

問い合わせ◆選挙管理委員会
☎ 097-582-1111・内線 306

　由布市水道課では、水道水
の安全確認のため水道法に基
づき、定期的に水質検査を実
施しています。
　水道法の施行規則では、新
年度に実施する水質検査の内
容について「水質検査計画」を
作成し、需用者へ公表するこ
ととされています。
　これに伴い、水道課では「平
成１９年度水質検査計画」を作
成しました。閲覧をご希望の
方は、由布市役所水道課（挾
間庁舎）、庄内振興局市民サ
ービス課水道係、湯布院振興
局市民サービス課水道係まで
お越しください。閲覧は平成
１９年３月１日からです。

問い合わせ

水道課（☎097－583－111
1 内線1113）

由
布
市
奨
学
会
奨
学
生
募
集

■
対
象
者

　
保
護
者（
世
帯
主
）が
１
年
以
上

由
布
市
に
在
住
し
て
い
る
人
の
子
弟

で
高
校
、
高
専
、
大
学
ま
た
は
短
大

に
在
学
し
優
秀
な
資
質
を
有
し
、
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

■
貸
与
金
額（
月
額
）　

　
高
校
奨
学
生　
７
千
円

　
高
専
奨
学
生　
９
千
円

　
大
学（
短
大
）奨
学
生　
２
万
円

■
募
集
期
間　

　
平
成
19
年
４
月
中
旬
〜
５
月
末

■
願
書
配
布
先

　
学
校
教
育
課（
湯
布
院
庁
舎
）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
挾
間
庁
舎
）

　
市
民
課（
庄
内
庁
舎
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1 

　

内
線
２
４
３
）

小
・
中
学
校
就
学
援
助
の

お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ん
を
小
・
中
学
校
に
就
学

さ
せ
る
の
に
、
経
済
的
な
理
由
で
お

困
り
の
人
に
学
用
品
、
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
2
月
に
学
校

か
ら
配
布
さ
れ
る「
就
学
援
助
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
学
校
教
育
課（
☎
０
９
７

７
ー
８
４
ー
３
１
１
１
内
線
２
４
３
）

ま
た
は
各
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
の

お
知
ら
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

域
・
指
導
活
動
な
ど
を
行
う
５
人
以

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
を
対
象
に
し
た
保
険
で
す
。

　
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
受
付
期
間　
平
成
19
年
３
月
１
日

　
〜
平
成
20
年
３
月
28
日

■
保
険
期
間　
平
成
19
年
４
月
１
日

　
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

■
加
入
依
頼
書
設
置
場
所

　
市
体
育
振
興
課
、
湯
布
院
公
民
館

　
庄
内
公
民
館
、
挾
間
公
民
館
、
湯

　
布
院
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
体
育
振
興
課

　
☎
0
9
7
7
ー
8
4
ー
3
1
1
1

市
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

１
月
１
日
付
け（　
）内
は
旧
職
名

総
務
部【
税
務
課
】▽
課
長
補
佐（
庄

内
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
）生

野
博
文　
【
国
体
準
備
室
】▽
室
長
補

佐（
税
務
課
課
長
補
佐
）佐
藤
式
男

　

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る「
第
13

回
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
」の
審
査
が
12
月
18
日
、

庄
内
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協
議
会
理

事
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
左
記
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
平
成
15
年
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ

り
、
離
婚
等
に
よ
り
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
生
活
の
激
変
を
一
定
期
間

で
緩
和
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
促
進
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
れ
と
と
も
に
、将
来
に
わ
た
り
制
度
が
安
定
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、

左
記
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
早
い
ほ
う
の
期
間
が
経
過
し
た
と
き
に
、

手
当
の
一
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
す
る
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
開
始
か
ら
５
年

　

②
離
婚
な
ど
か
ら
７
年

　

早
い
方
で
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
が
減

額
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

減
額
金
額
の
具
体
的
な
算
出
方
法
は
、
今
後
政
令
で
定

め
ら
れ
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
減
額
金
額
は
最

大
で
も
２
分
の
１
を
超
え
な
い
見
込
み
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
対
策
課（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
3
1
9
）

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

　

大
分
庄
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ  

小
野
屋
区

コ
ス
モ
ス
共
同
花
壇
の
部

◆
特
選

　

後
藤
美
佐（
庄
内
・
西
長
宝
）

◆
１
等

　

粟
生
照
夫（
庄
内
・
東
長
宝
）

◆
２
等

　

松
井
タ
ミ
子（
挾
間
・
医
大
ケ
丘
3
丁
目
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

お
し
え
て
！

　
　

 

国
民
年
金

　
国
民
年
金
保

険
料
の
口
座
振

替
を「
当
月
末
振
替（
早
割
）」に
す

る
と
、
毎
月
50
円
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

初
回
は
２
カ
月
分
の
保
険
料（
前
月

分
定
額
保
険
料
＋
当
月
分
割
引
き
保

険
料
）の
振
り
替
え
と
な
り
、
そ
の

後
の
保
険
料
は
毎
月
50
円
割
引
き
と

な
り
ま
す
。

　
50
円
割
引
き
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
な
お
、
現
在
翌
月
末
振
り

替
え
を
さ
れ
て
い
る
方
も
当
月
末
振

り
替
え
に
す
る
た
め
に
は
、
変
更
の

お
申
し
出
が
必
要
で
す
。

◎
手
続
き
は
預（
貯
）金
口
座
の
あ

　
る
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事

　
務
所
へ
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付

　
案
内
書
ま
た
は
年
金
手
帳
②
預

　
（
貯
）金
通
帳
③
金
融
機
関
届
出

　
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
一
部
納
付（
半
額
免
除
な
ど
）の

　
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
早
割
の

　
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
明

　
な
点
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

　
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
で

▲グランプリ▲特選

物
品（
委
託
）な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
３
月
15
日
ま
で
に

　

平
成
１９
年
度
に
、
由
布
市
が
発
注
す

る
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買
入
れ
、

製
造
の
請
負（
工
事
を
除
く
）、 

そ
の
他

の
契
約
に
係
る
競
争
入
札（
見
積
も
り
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

　

市
契
約
管
理
課（
挾
間
庁
舎
）

●
提
出
方
法　

持
参（
郵
送
不
可
）

※
申
請
書
の
様
式
は
契
約
管
理
課
に
置

　

い
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
２
月
28
日
ま
で
に 

　

平
成
19
年
度
に
、
由
布
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈭
〜
２
月
28
日
㈬
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所

　

契
約
管
理
課（
挾
間
庁
舎
）

●
提
出
方
法

　

持
参
又
は
郵
送（
２
月
28
日
必
着
）

問い合わせ

契
約
管
理
課

☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
４
）

平
成
20
年
度
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

始
ま
り
ま
す

大分県議会議員選挙
由布市選挙区
立候補予定者説明会

水質
検査
計画について



市政だより市政だより

2007.2⑱⑲2007.2

健

2月20日㈫

2月23日㈮
2月27日㈫

アクティブヘルス教室
（8：45 庄内保健センター）

わんＰＡＫＵ教室（9：30 庄内保健センター）
ぴょんぴょんうさぎの会
（10：00 ドリームタウン五ヶ瀬集会所）

庄　内

2月 9日㈮
2月15日㈭
2月16日㈮
2月16日㈮

2月21日㈬

2月23日㈮

ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
３歳児健診（13：3０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（9：3０ 挾間健康センター）
おたまじゃくしの会
（13：00 挾間健康センター）

１０～１１カ月児健診
（13：３０ 挾間健康センター）

ちびっこ広場（9：3０ 挾間健康センター）

挾　間

2月22日㈭

3月15日㈭

３歳児健診
（13：00 ゆふいん子育て支援センター）

4～5ヵ月児健診
（13：00 湯布院健康管理センター）

湯布院

康 カ レ ン ダ ー

■個別接種（無料）※接種期間は4月
◆新こどもクリニック（挾間町）
　　☎097－583－8277
　直接お申し込みください。

　昭和50年～52年生まれの方は全
国的にポリオの抗体保有率が低い
と言われています。心配な方は有料
で接種できます。（個別接種のみ）

居住地区以外で接種希望の場合は
１週間前までにお住まいの下記窓
口にご連絡ください。
　健康増進課（湯布院）
　☎0977－84－3111内線333
　庄内保健センター
　☎097－582－1111内線501
　挾間健康センター
　☎097－583－1111内線2120

■集団接種（無料）

ポリオ予防接種の
お知らせ

対象年齢  生後3カ月～90カ月未満
接種方法  経口接種
接種回数  ２回（6週以上の間隔
　　　　  をおく、次回は10月）
持 参 品  母子手帳

地 区

湯布院

庄 内

挾 間

湯布院コミュニティセンター
　　４月12日㈭・26日㈭
　　13：30～14：00

庄内保健センター
　　４月６日㈮
　　14：00～14：30

挾間健康センター
　　４月４日㈬・11日㈬
　　14：00～14：30

 場所・接種日・受付時間

　

由
布
市
挾
間
地
域
母
子
保
健
推
進
員

（
ぴ
よ
た
ん
の
会
）は
平
成
18
年
４
月
に
産

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
10
人
、
少

数
精
鋭
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。「
で
き
る

こ
と
か
ら
無
理
な
く
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

◆
活
動
の
テ
ー
マ

　
『
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
顔
見
知
り
に
な
ろ
う
！
』

　
『
挾
間
の
母
子
保
健
・
子
育
て
の
現
状
を
知
ろ
う
！
』

◆
主
な
年
間
活
動
の
紹
介

　

・
乳
幼
児
健
診
の
お
手
伝
い

　

・
育
児
サ
ー
ク
ル「
ち
び
っ
こ
広
場
」の
お
手
伝
い

　

・
地
区
、
全
体
研
修
会

　

・
子
育
て
支
援
マ
ッ
プ
の
作
成

　

委
任
者（
世
帯
主
）の
申
し
出
に

よ
り
、
市
が
出
産
育
児
一
時
金
を

直
接
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
で
、

出
産
に
伴
う
一
時
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
由
布
市
の
出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
制
度
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

　
し
て
、
出
産
に
伴
う
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
方
に
出
産
育
児
一
時
金
と
し

　
て
支
給
さ
れ
る
35
万
円
を
限
度
に
申
請
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
、
由
布
市
の

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
う
制
度
で
す
。

●
申
請
者
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
額
が
35
万
円
を
超
え
た
場
合
は
35
万
円

　
を
超
え
た
額
の
み
を
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

　
機
関
か
ら
の
請
求
額
が
35
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
が
由
布

　
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

　
れ
て
い
る
人
、
国
民
健
康
保
険
出
産
費

　
資
金
貸
付
事
業
に
よ
る
貸
付
申
請
を
し

　
て
い
る
人
は
、
受
領
委
任
払
制
度
を
利

　
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
こ
の
制
度
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
以

　
降
の
出
産
か
ら
適
用
し
ま
す
。

保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
、
挾
間
・
庄
内

庁
舎
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口

※
こ
の
制
度
は
、
全
国
的
に
普
及
し
て
い

ま
す
の
で
医
療
機
関
窓
口
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
マ
ッ
プ

　

自
然
豊
か
な
挾
間
地
域
で
、
親
子
で
四

季
折
々
を
楽
し
め
る
場
所
を
主
に
し
た
マ

ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
は
さ
ま
未
来
館

１
階
挾
間
健
康
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
取
り

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
子
育
て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

　

ぴ
よ
た
ん
の
会
で
は
、
来
年
度
新
規
メ

ン
バ
ー
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
子
育
て
を
応
援
す
る

活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
挾
間
健
康
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ぴ
よ
た
ん
の
会
）

▲ちびっこ広場の様子

こ
ん
に
ち
は
！

挾
間
町
母
子
保
健
推
進
員
で
す

出
産
育
児
一
時
金
の
委
任
払
い
に
つ
い
て

制
度
の
内
容

問
い
合
わ
せ

由布市
国保係医療機関

被保険者

⑥
受領委任払額の支払い

④

受領委任届出の同意・連絡

③
委
任
同
意

②
受
領
委
任
払
依
頼

⑤
決
定
と
差
額
支
給

①
相
談
・
届
出

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

人
生
の
３
分
の
１
は
睡
眠
で
す
。
快
眠
と
日
中
の
生
き
生
き
し
た
活
動
は
、
10
円
玉

の
裏
表
の
よ
う
な
も
の
で
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

眠
り
と
は
、
た
だ「
お
休
み
」で
は
な
く
、
健
康
を
支
え
る
大
切
な
も
の
、
生
き
生
き

し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

人
は
な
ぜ
眠
る
の
か
。

脳
と
体
を
休
め
る
た
め
に
、
痛
ん
だ

体
を
癒
す
た
め
に
、
ぐ
っ
す
り
寝
る
こ
と
が
大
切
。

健
康
に
よ
い
眠
り
と
は
…
。

影
山
先
生
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

市
民
健
康
講
座

日
時
●
２
月
22
日
㈭ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
●
は
さ
ま
未
来
館
２
階
大
研
修
室

内
容
●
講
演「
快
眠
は
健
康
の
も
と
」

　
　
　

講
師　

県
立
看
護
科
学
大
学
精
神
看
護
学　

影
山
隆
之
教
授

問
い
合
わ
せ
●
健
康
増
進
課（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
３
３
４
）

眠
り
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う



市政だより市政だより

2007.2⑱⑲2007.2

健

2月20日㈫

2月23日㈮
2月27日㈫

アクティブヘルス教室
（8：45 庄内保健センター）

わんＰＡＫＵ教室（9：30 庄内保健センター）
ぴょんぴょんうさぎの会
（10：00 ドリームタウン五ヶ瀬集会所）

庄　内

2月 9日㈮
2月15日㈭
2月16日㈮
2月16日㈮

2月21日㈬

2月23日㈮

ちびっこ広場（９：3０ 挾間健康センター）
３歳児健診（13：3０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（9：3０ 挾間健康センター）
おたまじゃくしの会
（13：00 挾間健康センター）

１０～１１カ月児健診
（13：３０ 挾間健康センター）

ちびっこ広場（9：3０ 挾間健康センター）

挾　間

2月22日㈭

3月15日㈭

３歳児健診
（13：00 ゆふいん子育て支援センター）

4～5ヵ月児健診
（13：00 湯布院健康管理センター）

湯布院

康 カ レ ン ダ ー

■個別接種（無料）※接種期間は4月
◆新こどもクリニック（挾間町）
　　☎097－583－8277
　直接お申し込みください。

　昭和50年～52年生まれの方は全
国的にポリオの抗体保有率が低い
と言われています。心配な方は有料
で接種できます。（個別接種のみ）

居住地区以外で接種希望の場合は
１週間前までにお住まいの下記窓
口にご連絡ください。
　健康増進課（湯布院）
　☎0977－84－3111内線333
　庄内保健センター
　☎097－582－1111内線501
　挾間健康センター
　☎097－583－1111内線2120

■集団接種（無料）

ポリオ予防接種の
お知らせ

対象年齢  生後3カ月～90カ月未満
接種方法  経口接種
接種回数  ２回（6週以上の間隔
　　　　  をおく、次回は10月）
持 参 品  母子手帳

地 区

湯布院

庄 内

挾 間

湯布院コミュニティセンター
　　４月12日㈭・26日㈭
　　13：30～14：00

庄内保健センター
　　４月６日㈮
　　14：00～14：30

挾間健康センター
　　４月４日㈬・11日㈬
　　14：00～14：30

 場所・接種日・受付時間

　

由
布
市
挾
間
地
域
母
子
保
健
推
進
員

（
ぴ
よ
た
ん
の
会
）は
平
成
18
年
４
月
に
産

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
10
人
、
少

数
精
鋭
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。「
で
き
る

こ
と
か
ら
無
理
な
く
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

◆
活
動
の
テ
ー
マ

　
『
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
顔
見
知
り
に
な
ろ
う
！
』

　
『
挾
間
の
母
子
保
健
・
子
育
て
の
現
状
を
知
ろ
う
！
』

◆
主
な
年
間
活
動
の
紹
介

　

・
乳
幼
児
健
診
の
お
手
伝
い

　

・
育
児
サ
ー
ク
ル「
ち
び
っ
こ
広
場
」の
お
手
伝
い

　

・
地
区
、
全
体
研
修
会

　

・
子
育
て
支
援
マ
ッ
プ
の
作
成

　

委
任
者（
世
帯
主
）の
申
し
出
に

よ
り
、
市
が
出
産
育
児
一
時
金
を

直
接
医
療
機
関
に
支
払
う
こ
と
で
、

出
産
に
伴
う
一
時
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
由
布
市
の
出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
制
度
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

　
し
て
、
出
産
に
伴
う
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
方
に
出
産
育
児
一
時
金
と
し

　
て
支
給
さ
れ
る
35
万
円
を
限
度
に
申
請
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
、
由
布
市
の

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
う
制
度
で
す
。

●
申
請
者
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
額
が
35
万
円
を
超
え
た
場
合
は
35
万
円

　
を
超
え
た
額
の
み
を
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

　
機
関
か
ら
の
請
求
額
が
35
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
が
由
布

　
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

　
れ
て
い
る
人
、
国
民
健
康
保
険
出
産
費

　
資
金
貸
付
事
業
に
よ
る
貸
付
申
請
を
し

　
て
い
る
人
は
、
受
領
委
任
払
制
度
を
利

　
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
こ
の
制
度
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
以

　
降
の
出
産
か
ら
適
用
し
ま
す
。

保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
、
挾
間
・
庄
内

庁
舎
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口

※
こ
の
制
度
は
、
全
国
的
に
普
及
し
て
い

ま
す
の
で
医
療
機
関
窓
口
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
マ
ッ
プ

　

自
然
豊
か
な
挾
間
地
域
で
、
親
子
で
四

季
折
々
を
楽
し
め
る
場
所
を
主
に
し
た
マ

ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
は
さ
ま
未
来
館

１
階
挾
間
健
康
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
取
り

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
子
育
て
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

　

ぴ
よ
た
ん
の
会
で
は
、
来
年
度
新
規
メ

ン
バ
ー
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
子
育
て
を
応
援
す
る

活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
挾
間
健
康
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ぴ
よ
た
ん
の
会
）

▲ちびっこ広場の様子

こ
ん
に
ち
は
！

挾
間
町
母
子
保
健
推
進
員
で
す

出
産
育
児
一
時
金
の
委
任
払
い
に
つ
い
て

制
度
の
内
容

問
い
合
わ
せ

由布市
国保係医療機関

被保険者

⑥
受領委任払額の支払い

④

受領委任届出の同意・連絡

③
委
任
同
意

②
受
領
委
任
払
依
頼

⑤
決
定
と
差
額
支
給

①
相
談
・
届
出

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

人
生
の
３
分
の
１
は
睡
眠
で
す
。
快
眠
と
日
中
の
生
き
生
き
し
た
活
動
は
、
10
円
玉

の
裏
表
の
よ
う
な
も
の
で
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

眠
り
と
は
、
た
だ「
お
休
み
」で
は
な
く
、
健
康
を
支
え
る
大
切
な
も
の
、
生
き
生
き

し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

人
は
な
ぜ
眠
る
の
か
。

脳
と
体
を
休
め
る
た
め
に
、
痛
ん
だ

体
を
癒
す
た
め
に
、
ぐ
っ
す
り
寝
る
こ
と
が
大
切
。

健
康
に
よ
い
眠
り
と
は
…
。

影
山
先
生
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
。

市
民
健
康
講
座

日
時
●
２
月
22
日
㈭ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
●
は
さ
ま
未
来
館
２
階
大
研
修
室

内
容
●
講
演「
快
眠
は
健
康
の
も
と
」

　
　
　

講
師　

県
立
看
護
科
学
大
学
精
神
看
護
学　

影
山
隆
之
教
授

問
い
合
わ
せ
●
健
康
増
進
課（
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１ 

内
線
３
３
４
）

眠
り
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
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市政だより

　

市
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
手

作
り
の
め
じ
ろ
ん
を
、
は
さ
ま
未

来
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
域
の
秋
の
お
祭
り
で
行
っ
た

「
め
じ
ろ
ん
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
」に

は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
、
湯
布

院
庁
舎
と
は
さ
ま
未
来
館
に
掲
示

し
て
い
ま
す
。
来
庁
し
た
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
お
い
た
国
体
に
向
け
て
、
４
つ
の
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
委
員
会
の
主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
総
務
企
画
専
門
委
員
会
…
国
体
全
般

　

●
競
技
式
典
専
門
委
員
会
…
開
・
閉
会
式
及
び
競
技
全
般

　

●
宿
泊
衛
生
専
門
委
員
会
…
宿
泊
計
画
・
医
療
衛
生

　

●
輸
送
交
通
警
備
専
門
委
員
会
…
選
手
等
の
輸
送
・
警
備
・
防
災

市政だより

●国民健康保険税

●入湯税

●介護保険料（普通徴収）

……… ９期分

…… ２月期分（１月分）

９期分

納期限　平成19年2月28日㈬

こんにち
は

市
長
です
No.

14

文
・
首
藤 

奉
文

☎097-582-3131
☎0977-84-2181
☎097-583-8277
☎0977-84-3101
☎097-540-7800
☎097-582-3600
☎0977-28-2226

休
日
在
宅
当
番
医

今月の税 ●内科・外科医
　２／１１ 佐藤医院（庄内）
　２／１２ 日野病院（湯布院）
　２／１８ 新こどもクリニック（挾間）
　２／２５ 岩男病院（湯布院）
　３／ ４ ごとう医院（挾間）
　３／１１ 庄内診療所（庄内） 
　３／１８ 足立クリニック（湯布院）

☎0977-85-4747
☎097-582-2222

 ●歯科医
　２／１１ フォレストデンタルクリニック（湯布院）
　３／１１ ヒロ歯科クリニック（庄内）

　寒い、寒いと言いながら、地球温暖化
は進んでいるようで、沖縄ではサクラが
咲いたというニュースもありました。また、
全国の港で水揚げされた魚の中には、明
らかに南海の魚が混じっているというニュ
ースもあり、驚きと異常気象の前ぶれの
予感もします。地球温暖化問題、一人一
人ができることから始めていきたいと思い
ます。

　先日、フットバス（足浴器）を手に入れ
ました。足をつけているだけで、体がポカ
ポカしてきます。お湯にアロマオイルを数
滴落とすと、湯気と共に立ち上ってくる香
りを楽しむこともでき、リラックスできます。
ただ、準備するのが少し面倒なので、そ
のうち部屋の隅に埋もれてしまわないかが
少し心配です。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（こ）

（ゆ）

人
の
動
き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

36,722人（36,713人）
17,601人（17,604人）
19,121人（19,109人）
14,587戸（14,591戸）

2月1日現在 （  ）内は1月1日時点　※住民基本台帳より

由布市役所庄内庁舎総務部総合政策課
〒879-5498 由布市庄内町柿原 302番地　
TEL097-582-1111  FAX097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/
印刷：株式会社インタープリンツ

発
行
元

▲大分トリニータ由布市
　後援会発会式にて

◀挾間町
　古野老人クラブ
　作成のマスコット

▲クレヨンなどでぬりえを楽しむ
　子どもたち

か
わ
い
い「
め
じ
ろ
ん
」
が
い
っ
ぱ
い

湯布院町文化
芸能振興会作成▶

第
63
回
国
民
体
育
大
会

平
成
20
年
９
月
27
日
㈯
〜
10
月
７
日
㈫

専
門
委
員
会

　

12
月
７
日
、
由
布
市
で
開
催
さ
れ
る
国
体
競
技
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
積
極
的
に
参
加
す
る
機
運
を
高
め
よ
う
と
、
由
布
市
市
民
運
動

推
進
協
議
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
由

布
市
を
訪
れ
る
選
手
や
監
督
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
を
温
か
く
迎

え
、
真
心
の
こ
も
っ
た
由
布
市
ら
し
い
魅
力
あ
る
大
会
の
開
催
を
目

指
し
ま
す
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
お
お
い
た
国
体
を
、

「
お
お
い
た
」を
頭
文
字
に
と
っ
た
次
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
市
民
皆
さ
ん
の
力
を

あ
わ
せ
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

●
お
も
て
な
し
の
心
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
お
も
い
で
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
い
い
あ
せ
な
が
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
た
の
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

市
民
運
動
推
進
協
議
会

ほ

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
市
長
で
す
。

　

何
か
と
忙
し
か
っ
た
１
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
久
し
ぶ
り
に
丸
一
日
休
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
タ
ツ
に
入
っ
て
の
ん
び
り
新
聞
を
見
な
が
ら
庭
に
目
を
や

る
と
、
植
木
鉢
に
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
添
え
木
の
先
端
に
ホ
オ
ジ
ロ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
て
い
ま
し
た
が
、
さ
っ
と
上
の
段
の

モ
ク
レ
ン
の
枝
に
飛
び
移
っ
て
行
き
ま
し
た
。
尾
羽
を
ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
と
動
か
す

様
子
が
本
当
に
か
わ
い
ら
し
い
。
な
ん
だ
か
得
を
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
と
、
庭
の
サ
ザ
ン
カ
の
木
の
下
で
カ
サ
カ
サ
動
く
も
の
が
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、

な
ん
と
コ
ジ
ュ
ケ
イ
で
す
。「
わ
ぁ
っ
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
だ
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
よ
く
来

た
な
ぁ
」。
め
っ
た
に
見
な
い
訪
問
者
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
息
を
ひ
そ
め
て
見
て

い
る
と
、
な
に
を
警
戒
す
る
で
も
な
く
ゆ
っ
く
り
と
今
度
は
隣
の
サ
ツ
キ
の
下
へ

と
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。外
に
出
て
最
後
ま
で
見
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

驚
か
せ
て
は
い
け
な
い
と
ぐ
っ
と
我
慢
を
し
ま
し
た
。
こ
の
鳥
が
春
に
け
た
た
ま
し

い
声
で
鳴
く
ん
だ
、
そ
う
思
う
と
な
ん
だ
か
も
の
す
ご
い
有
名
な
人
に
自
分
だ
け

が
出
会
っ
た
よ
う
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
い
い
気
持
ち
で
新
聞
を
読

ん
で
い
る
と
今
度
は
、
わ
が
家
の
番
犬
プ
リ
ン
が
外
に
向
か
っ
て
け
た
た
ま
し
く

吠
え
だ
し
ま
し
た
。
近
所
に
住
み
着
い
て
い
る
猫
の
ノ
ラ
君
の
お
通
り
で
す
。
わ

が
家
の
庭
を
勝
手
に
歩
く
な
と
ば
か
り
に
大
き
な
声
で
脅
す
の
で
す
が
、
ノ
ラ
君

は
全
く
無
視
で
、
し
か
も
堂
々
と
横
切
っ
て
行
き
ま
す
。
戸
を
開
け
て
出
し
て
や

れ
ば
徹
底
的
に
追
い
か
け
て
こ
ら
し
め
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
ど
こ

ま
で
行
く
か
分
か
ら
な
い
の
で
心
配
で
外
へ
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
知
っ
て
か
ノ
ラ

君
は
人
を
く
っ
た
よ
う
に（
い
や
、
犬
を
く
っ
た
よ
う
に
）悠
々
と
歩
い
て
行
き
ま
す
。

プ
リ
ン
は
悔
し
が
る
ば
か
り
。
こ
の
日
は
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
、
本
当
に
の
ん
び
り

と
過
ご
せ
て
明
日
か
ら
の
元
気
が
わ
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

元
気
が
わ
い
て
き
た
と
言
え
ば
先
日
、
九
州
で
唯
一の
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
チ
ー
ム「
大

分
ト
リ
ニ
ー
タ
」の
由
布
市
後
援
会
が
由
布
市
内
の
小
学
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
選
手
や
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
発
足
し
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
は
じ
め

役
員
や
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
の
支
部
長
も
決
ま
り
由
布
市
の
応
援
態
勢
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
の
キ
ャ
ン
プ
で
有
名
と
な
っ
た
元
中
津
江
村
長

で
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
後
援
会
長
を
務
め
る
坂
本
休
さ
ん
、
溝
畑
社
長
、
三

木
キ
ャ
プ
テ
ン
、
市
原
選
手
も
参
加
し
て
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で「
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
」の
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
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の
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り
の
め
じ
ろ
ん
を
、
は
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ま
未

来
館
で
展
示
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て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
域
の
秋
の
お
祭
り
で
行
っ
た

「
め
じ
ろ
ん
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
」に

は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
、
湯
布

院
庁
舎
と
は
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ま
未
来
館
に
掲
示

し
て
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ま
す
。
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。
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て
、
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会
が
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ま

し
た
。
各
委
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会
の
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な
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動
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容
は
次
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と
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す
。
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画
専
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会
…
国
体
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典
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及
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衛
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市政だより

●国民健康保険税

●入湯税

●介護保険料（普通徴収）

……… ９期分
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休
日
在
宅
当
番
医

今月の税 ●内科・外科医
　２／１１ 佐藤医院（庄内）
　２／１２ 日野病院（湯布院）
　２／１８ 新こどもクリニック（挾間）
　２／２５ 岩男病院（湯布院）
　３／ ４ ごとう医院（挾間）
　３／１１ 庄内診療所（庄内） 
　３／１８ 足立クリニック（湯布院）

☎0977-85-4747
☎097-582-2222

 ●歯科医
　２／１１ フォレストデンタルクリニック（湯布院）
　３／１１ ヒロ歯科クリニック（庄内）

　寒い、寒いと言いながら、地球温暖化
は進んでいるようで、沖縄ではサクラが
咲いたというニュースもありました。また、
全国の港で水揚げされた魚の中には、明
らかに南海の魚が混じっているというニュ
ースもあり、驚きと異常気象の前ぶれの
予感もします。地球温暖化問題、一人一
人ができることから始めていきたいと思い
ます。

　先日、フットバス（足浴器）を手に入れ
ました。足をつけているだけで、体がポカ
ポカしてきます。お湯にアロマオイルを数
滴落とすと、湯気と共に立ち上ってくる香
りを楽しむこともでき、リラックスできます。
ただ、準備するのが少し面倒なので、そ
のうち部屋の隅に埋もれてしまわないかが
少し心配です。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集
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き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

36,722人（36,713人）
17,601人（17,604人）
19,121人（19,109人）
14,587戸（14,591戸）

2月1日現在 （  ）内は1月1日時点　※住民基本台帳より

由布市役所庄内庁舎総務部総合政策課
〒879-5498 由布市庄内町柿原 302番地　
TEL097-582-1111  FAX097-582-3971
http://www.city.yufu.oita.jp/
印刷：株式会社インタープリンツ
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▲大分トリニータ由布市
　後援会発会式にて

◀挾間町
　古野老人クラブ
　作成のマスコット

▲クレヨンなどでぬりえを楽しむ
　子どもたち

か
わ
い
い「
め
じ
ろ
ん
」
が
い
っ
ぱ
い

湯布院町文化
芸能振興会作成▶

第
63
回
国
民
体
育
大
会

平
成
20
年
９
月
27
日
㈯
〜
10
月
７
日
㈫

専
門
委
員
会

　

12
月
７
日
、
由
布
市
で
開
催
さ
れ
る
国
体
競
技
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
積
極
的
に
参
加
す
る
機
運
を
高
め
よ
う
と
、
由
布
市
市
民
運
動

推
進
協
議
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
由

布
市
を
訪
れ
る
選
手
や
監
督
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
を
温
か
く
迎

え
、
真
心
の
こ
も
っ
た
由
布
市
ら
し
い
魅
力
あ
る
大
会
の
開
催
を
目

指
し
ま
す
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
お
お
い
た
国
体
を
、

「
お
お
い
た
」を
頭
文
字
に
と
っ
た
次
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
市
民
皆
さ
ん
の
力
を

あ
わ
せ
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

●
お
も
て
な
し
の
心
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
お
も
い
で
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
い
い
あ
せ
な
が
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

●
た
の
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

市
民
運
動
推
進
協
議
会

ほ

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
市
長
で
す
。

　

何
か
と
忙
し
か
っ
た
１
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
久
し
ぶ
り
に
丸
一
日
休
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
タ
ツ
に
入
っ
て
の
ん
び
り
新
聞
を
見
な
が
ら
庭
に
目
を
や

る
と
、
植
木
鉢
に
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
添
え
木
の
先
端
に
ホ
オ
ジ
ロ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
て
い
ま
し
た
が
、
さ
っ
と
上
の
段
の

モ
ク
レ
ン
の
枝
に
飛
び
移
っ
て
行
き
ま
し
た
。
尾
羽
を
ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
と
動
か
す

様
子
が
本
当
に
か
わ
い
ら
し
い
。
な
ん
だ
か
得
を
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
と
、
庭
の
サ
ザ
ン
カ
の
木
の
下
で
カ
サ
カ
サ
動
く
も
の
が
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、

な
ん
と
コ
ジ
ュ
ケ
イ
で
す
。「
わ
ぁ
っ
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
だ
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
よ
く
来

た
な
ぁ
」。
め
っ
た
に
見
な
い
訪
問
者
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
息
を
ひ
そ
め
て
見
て

い
る
と
、
な
に
を
警
戒
す
る
で
も
な
く
ゆ
っ
く
り
と
今
度
は
隣
の
サ
ツ
キ
の
下
へ

と
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。外
に
出
て
最
後
ま
で
見
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

驚
か
せ
て
は
い
け
な
い
と
ぐ
っ
と
我
慢
を
し
ま
し
た
。
こ
の
鳥
が
春
に
け
た
た
ま
し

い
声
で
鳴
く
ん
だ
、
そ
う
思
う
と
な
ん
だ
か
も
の
す
ご
い
有
名
な
人
に
自
分
だ
け

が
出
会
っ
た
よ
う
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
い
い
気
持
ち
で
新
聞
を
読

ん
で
い
る
と
今
度
は
、
わ
が
家
の
番
犬
プ
リ
ン
が
外
に
向
か
っ
て
け
た
た
ま
し
く

吠
え
だ
し
ま
し
た
。
近
所
に
住
み
着
い
て
い
る
猫
の
ノ
ラ
君
の
お
通
り
で
す
。
わ

が
家
の
庭
を
勝
手
に
歩
く
な
と
ば
か
り
に
大
き
な
声
で
脅
す
の
で
す
が
、
ノ
ラ
君

は
全
く
無
視
で
、
し
か
も
堂
々
と
横
切
っ
て
行
き
ま
す
。
戸
を
開
け
て
出
し
て
や

れ
ば
徹
底
的
に
追
い
か
け
て
こ
ら
し
め
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
ど
こ

ま
で
行
く
か
分
か
ら
な
い
の
で
心
配
で
外
へ
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
知
っ
て
か
ノ
ラ

君
は
人
を
く
っ
た
よ
う
に（
い
や
、
犬
を
く
っ
た
よ
う
に
）悠
々
と
歩
い
て
行
き
ま
す
。

プ
リ
ン
は
悔
し
が
る
ば
か
り
。
こ
の
日
は
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
、
本
当
に
の
ん
び
り

と
過
ご
せ
て
明
日
か
ら
の
元
気
が
わ
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

元
気
が
わ
い
て
き
た
と
言
え
ば
先
日
、
九
州
で
唯
一の
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
チ
ー
ム「
大

分
ト
リ
ニ
ー
タ
」の
由
布
市
後
援
会
が
由
布
市
内
の
小
学
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
選
手
や
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
発
足
し
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
は
じ
め

役
員
や
挾
間
、
庄
内
、
湯
布
院
の
支
部
長
も
決
ま
り
由
布
市
の
応
援
態
勢
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
の
キ
ャ
ン
プ
で
有
名
と
な
っ
た
元
中
津
江
村
長

で
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
後
援
会
長
を
務
め
る
坂
本
休
さ
ん
、
溝
畑
社
長
、
三

木
キ
ャ
プ
テ
ン
、
市
原
選
手
も
参
加
し
て
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
み
ん
な
で「
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
」の
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
。



City情報広場

ゆふ

City情報広場

YUFU CITY INFORMATION MAGAZINE
2007

2FEBRUARY
Vol.17

まちのスポットライト
ハッピーバースデー／さわやかキッズ

まちかどズームアップ
DEAR 図書館だより
由布市文化財探訪

みんなのひろば

市報ゆふ
2007　Vol.17

ゆふ

2月号
あらかしの森 林通信も

り

● 「由布市の決算状況」をお知らせ

● 平成17年度の主な事業を紹介

● コミュニティバス運行開始！

みんなで鬼の面をつけて　　
さあ、節分！

（挾間保育所にて）



全力疾走！風になれ走り抜け！
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このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために

シリーズで掲載しています。

　大分にあるサッカー J1チーム『大分トリニータ』を
市民あげて応援しようと、『大分トリニータ由布市後
援会』が１月27日に発足しました。
　大分トリニータは県民、企業、行政が力を合わせて
チームを育てていくという『三位一体』の意味がこめ
られており、平成６年に設立。J1昇格後、年を追っ
て順位が上がり、また昨年は日本代表選手がチームか
ら選ばれるなど嬉しい話題となっています。
　発会式会場となった庄内公民館には、関係者やファ
ンなど約300人が出席。後援会の佐藤慎二郎会長が
「由布市後援会は行政、企業、サポーターが一体とな
って応援。子ども達の夢をかなえたい」とあいさつ。
首藤市長は「会場には将来のプロ選手の金の卵が大勢
でたのもしい。大分トリニータをしっかり応援したい」
と発会を祝いました。
　また、大分トリニータ後援会の坂本休会長は「ここ
に来て、目標に向かってがんばる子どもの姿が育って
いる感じでうれしい」と後援会設立を喜び、（株）大分
フットボールクラブの溝畑宏代表取締役も「今年のチ
ームの目標は７位以内」と力強い目標を宣言しました。
　その後、後援会旗が坂本会長から佐藤会長へ、挾間、
庄内、湯布院各支部旗が佐藤会長から支部長へ手渡さ

れ、披露。後援会では今後、会員を
集め、サッカー教室やサイン会、ホ
ームゲーム観戦バスツアーなどを計
画しています。
　また、会場にはチーム主将の三木
隆司選手と市原大嗣選手も出席。式
終了後は子ども達やサポーターと交
流会やサイン会で楽しい時間となり
ました。

官・民・サポーターが一体！

大分トリニータ由布市後援会（敬称略）

大分トリニータ

目標に向ってがんばる
子どもたちを紹介します

16由布さわやかキッズ
ハッピー バースデーバースデーハッピー

H A P P Y  B I R T H D A Y  T O  Y O U !

2月

※お誕生日コーナーにお子さんの写真を掲載したい保護者
の方は、事前に総合政策課（☎０９７－５８２－１１１１内線
２２２）へ電話でお申し込みください。対象は３歳以下で、
旧３町広報紙のお誕生日コーナーに掲載されたことがない
方とします（先着順）。

岩元 咲太くん

平成18年2月21日生まれ 挾間町挾間

お兄ちゃんと

元気に仲良く遊んでね！

平成18年2月28日生 湯布院町川上

いわもと さいた

岩尾 鴻輝くん

いわ お こう き

山口 颯駿くん

やまぐち りょうま

平成18年2月17日生 湯布院町川上

八川 千華ちゃん

やつかわ ち　か

岡﨑 温大くん

おかざき はる と

平成17年2月24日生 庄内町柿原

平成17年2月22日生 挾間町東院

１歳の誕生日おめでとう。
これからもいっぱい遊んで
いっぱい食べてスクスク
育っていってね。

お誕生日おめでとう。いつも
やんちゃで元気いっぱいの颯駿くん。

これからも笑顔の素敵な
颯ちゃんでいてね。

はる君２歳のお誕生日おめでとう。
お兄ちゃん思いの優しいはる君。
いつまでも優しいニコニコ
笑顔のはる君でいてね。

２人のお姉ちゃん、お兄ちゃん、
千華も２月生まれなの。
ビンゴなきょうだいです。

ヨロシク！

　平成７年に由布院小学校児童を対象に発足。市内
でも児童を対象とした唯一のバスケットボールクラ
ブです。これまではバスケットボールはあまり馴染
みのないスポーツでした。しかし、バスケ漫画『スラ
ムダンク』の大ヒットで、身近なスポーツへ。また、
大分ヒートデビルズの活躍もあり、一気にヒートア
ップしてきました。
　現在新体制になり、選手は小学１年生から５年生
までの男子13人。２人の指導陣の下、由布院小学校
体育館で毎週月、水、金曜日の17時30分から２時
間程度練習しています。チームのモットーは「風にな
れ走り抜け」。６月のリーグ戦に向け、基礎練習と走
り込みをしています。ミニバスケは試合時間各６分
の４クォーター制ゲーム。必ず10人以上がいずれか
のクォーターでプレーしなければならず、それだけ
にチームワークが必要です。全員で同じ練習メニュ
ーをこなし、声をかけ合います。
　「あいさつ、感謝、仲間づくり、そして楽しくを基
本にプレーしたい」と指導陣。市内に少年バスケット
ボールチームが無いため、別府のリーグに加わって
いるそうです。大分ヒートデビルズ選手との交流な
どのふれあいなど、子ども達の健全育成につとめて
います。主将の木部耕太君（小５）は「シュートが決
まった時が気持ちいい。元気よくチームをまとめた
い」と決意。
　クラブでは入団者と指導者を募集中。男女や校区
は問いません。お問い合せは加藤裕三さん（市役所湯
布院振興局☎0977-84-3111）まで。

▼後援会始動！

◀後援会旗を掲げる
　佐藤会長

▲大勢のファンが来場 ▲トリニータ選手のサイン会

役 職
会 長

副 会 長

支 部 長

　 氏 名 　
佐 　 藤 　 慎 二 郎
後 　 藤 　 正 　 幸
小 　 野 　 智 　 之
岩 　 男 　 裕 二 郎
　 岸 　 　 秀 　 谷
戸 　 伏 　 重 　 治
佐 　 藤 　 崧 　 男

（ 庄 内 ）
（ 挾 間 ）
（ 庄 内 ）
（湯布院）
（ 挾 間 ）
（ 庄 内 ）
（湯布院）
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やつかわ ち　か

岡﨑 温大くん

おかざき はると

平成17年2月24日生 庄内町柿原

平成17年2月22日生 挾間町東院

１歳の誕生日おめでとう。
これからもいっぱい遊んで
いっぱい食べてスクスク
育っていってね。

お誕生日おめでとう。いつも
やんちゃで元気いっぱいの颯駿くん。

これからも笑顔の素敵な
颯ちゃんでいてね。

はる君２歳のお誕生日おめでとう。
お兄ちゃん思いの優しいはる君。
いつまでも優しいニコニコ
笑顔のはる君でいてね。

２人のお姉ちゃん、お兄ちゃん、
千華も２月生まれなの。
ビンゴなきょうだいです。

ヨロシク！

　平成７年に由布院小学校児童を対象に発足。市内
でも児童を対象とした唯一のバスケットボールクラ
ブです。これまではバスケットボールはあまり馴染
みのないスポーツでした。しかし、バスケ漫画『スラ
ムダンク』の大ヒットで、身近なスポーツへ。また、
大分ヒートデビルズの活躍もあり、一気にヒートア
ップしてきました。
　現在新体制になり、選手は小学１年生から５年生
までの男子13人。２人の指導陣の下、由布院小学校
体育館で毎週月、水、金曜日の17時30分から２時
間程度練習しています。チームのモットーは「風にな
れ走り抜け」。６月のリーグ戦に向け、基礎練習と走
り込みをしています。ミニバスケは試合時間各６分
の４クォーター制ゲーム。必ず10人以上がいずれか
のクォーターでプレーしなければならず、それだけ
にチームワークが必要です。全員で同じ練習メニュ
ーをこなし、声をかけ合います。
　「あいさつ、感謝、仲間づくり、そして楽しくを基
本にプレーしたい」と指導陣。市内に少年バスケット
ボールチームが無いため、別府のリーグに加わって
いるそうです。大分ヒートデビルズ選手との交流な
どのふれあいなど、子ども達の健全育成につとめて
います。主将の木部耕太君（小５）は「シュートが決
まった時が気持ちいい。元気よくチームをまとめた
い」と決意。
　クラブでは入団者と指導者を募集中。男女や校区
は問いません。お問い合せは加藤裕三さん（市役所湯
布院振興局☎0977-84-3111）まで。

▼後援会始動！

◀後援会旗を掲げる
　佐藤会長

▲大勢のファンが来場 ▲トリニータ選手のサイン会

役 職
会 長

副 会 長

支 部 長

　 氏 名 　
佐 　 藤 　 慎 二 郎
後 　 藤 　 正 　 幸
小 　 野 　 智 　 之
岩 　 男 　 裕 二 郎
　 岸 　 　 秀 　 谷
戸 　 伏 　 重 　 治
佐 　 藤 　 崧 　 男

（ 庄 内 ）
（ 挾 間 ）
（ 庄 内 ）
（湯布院）
（ 挾 間 ）
（ 庄 内 ）
（湯布院）
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みんなの力で協 働

まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ

2007.2⑤④2007.2

１月２０日、「冬！私たちのまちクリーン大作戦」が湯
布院地域で行われ、２歳から８４歳までの１５０人が参加しまし
た。平公民館や八山橋などから湯布院公民館まで４コースに分
かれて歩くと、トラックいっぱいのゴミを収集。みんなで力をあ
わせることで、きれいなまちになりました。また、２月から変わる
ゴミ分別について、子どもたちは分別クイズで楽しく学びました。
次回は３月１７日に開催予定です。
　また、昨年１２月１６日には由布市建設業組合が市
内湯布院地域の九州横断道路沿いを中心に清掃活動
を行いました。当日は組合員およそ４０人が参加。３班
に分かれ、空き缶、ペットボトル、タバコの吸い殻など
のゴミを拾い集めました。同組合は年２回、市内清掃
活動を行うこととしており、昨年夏に引き続いての清掃
活動となりました。

美 化 きれいなまちに

１月７日に食べると邪気を払い万病を除くと言われる七
草。庄内地域阿蘇野地区では、昭和６０年からセリ、ナズナ、ハコ
ベラなど「春の七草」の栽培が行われています。今年もお正月を返
上して収穫、パック詰め作業をし、東京や大阪などへ約１０万パッ
クを出荷。消費者に大変好評だったそうです。 また、「七草を食べ
て今年もお元気で」と、ＪＡさわやか七草生産部会（佐藤眞二会
長）から市内の３施設に七草が贈られました。

牛馬や農耕の守護神として知られる挾間地域篠原の大将軍
神社で春の大祭が行われ、市内外から多くの人々が訪れました。初日の
１月１３日には、挾間町畜産振興会の畜産農家が４頭の牛を連れて参
拝。おはらいを受け、牛馬の安全と農家の繁栄を祈願しました。
　また、境内では植木や食品の出店が並び、庄内地域の櫟木神楽座に
よる奉納神楽では「五方礼始」や「国司」が舞われました。

繁 栄

七 草 無病息災を願って

牛馬の安全を祈願

おいしい県産シイタケ
ＰＴＡ活動として駒打ちをしたシイタケの収

穫と試食会が１月２０日、由布川小学校で開かれまし
た。同校５年生は３年生時にシイタケ駒打ちを体験。
クヌギ原木に立派に生えたシイタケを全員で収穫しま
した。県中部振興局林業課職員の指導のもと、シイタ
ケについて学習会をした後は試食会へ。竹で炊いたシ

イタケご飯やシイタケ炭火焼
き、きな粉で甘く味付けした
一品や吸い物などにおいしく
舌鼓を打ちました。

収 穫

▲エコマネー１０めじろんをもらったよ

▲竹で炊いたシイタケご飯

初
め
て
の
シ
イ
タ
ケ
収
穫
▶

「融和」「協働」「発展」のもと、市民と行政が協
力してまちづくりに取り組もうと昨年１２月２１日、「市民皆
さんと市役所の協働推進懇談会」が庄内庁舎で開かれまし
た。市内のＮＰＯ法人、観光団体や関係各種団体からおよ
そ４０人が参加。今回を契機に市民と行政が相互に尊重し、
それぞれの役割を補完し協力することで、互いに充実、発
展するためのパートナーシップを築いていくことが求め
られています。
　県からも県民活動支援室長が来庁、県内のＮＰＯ団
体の活動状況などを話しました。また市内からも２つ
の活動団体が実績を紹介。各団体の紹介後、活発な意
見交換となりました。市民サービスの向上・発展を目指
すため、住民参加推進、民間活力の導入やＮＰＯ等と
協働できる環境づくりなどが話し合われました。

びっくり山芋
市内大龍地区

に住む小野萬寿蔵さんは、
１月２４日に大きな山芋
を掘り当てました。「今ま
での経験で初めて」と長
さ１６０㎝の山芋を手に
ごきげんな表情。市内の
山で見つけたそうで、記
念にしばらく置いておき
たいそうです。
　「山芋はおろして食べ
るのがいい」と賞味する
のも楽しみだと笑顔で答
えてくれました。

自 然
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新着図書一覧表新着図書一覧表
分　類 書　　名

一般007.3カ

一般 386.1ナ

一般 419.1キ

一般 538.9サ

一般 913.6イ

郷土H070ノ

郷土H913.6カ

郷土H914ニ

健康 S498.3ト

趣味 P783.4オ

Yﾔﾝｸﾞ726.1カ

児童 289　ミ

くらし596.3ソ

湾曲159.6ハ

Web制作現場の憂鬱

なごみ歳時記

再発見江戸の数学

僕が「火星」を歩いた日

キミのとなりで　いじめと向き合う子供達

豊前中津「田舎新聞」「田舎新報」の研究

時空からの贈り物

二宮雑感

病気にならない人は知っている

オシムが語る

しろのあお　2　小学5年生編

未来のきみが待つ場所へ　先生はいじめられっ子だった

トマトときゅうりの本

あなたが辞めると言ったとき、上司はとめてくれますか

門出　明

三浦　康子

桐山　光弘

笹沢　教一

石丸　誠一

野田　秋生

加来　千佳

二宮　圭一

ケヴィン・トルドー

シュテファン・シェンナッハ

上大岡　トメ

晩年の美学を求めて

君がくれたもの

ナイチンゲールの沈黙

チャングムの誓い

冬のソナタ

ニャッピーのがまんできなかった日

ナツメグと魔法のスプーン

４光年の僕

ラムチャプッチャ

ほかにも多数新着本があります！！

みんなのゆび編み

花ことばから見た贈る花

デンマークの椅子

一瞬の風になれ1～3

一般書 913

一般書 913

一般書 913

一般書 929

一般書 929

児童書

児童書

児童書

児童書

一般 594-シ

一般 627-コ

一般 758-オ

一般 913-サ 

分　類 書　　名
図書館だより

DEAR ディア

由布市立図書館

097-586-3150

Vol.17Vol.17図書館だより
新着図書一覧表

http://www2.town.hasama.oita.jp/
mail :h-tosho@city.yufu.oita.jp

2月のテーマ展示

誕生記念、入学・合格記念、敬老・長寿記念など記念樹を選ぶヒントがたくさん載っています。自分の誕生日
の樹を探してみるのもよいですね。

私達の身近なお肉のことから差別問題まで、深く考えさせられます。それと同時に「知ること」の大切さや喜び
も教えてくれます。ページをめくる度に、新たな世界が広がる楽しさに没頭。すごい一冊の登場です。

『満山ガータロ物語』　金田　信子　著　H388/マ　　郷土資料コーナー

『10ドルだって大金だ』　ジャック･リッチー　著　933.7/リ　一般コーナー

『記念樹　記念日と誕生日365+1の樹』　三上　常夫・若林　芳樹　共著　　629.7/ミ　湾曲コーナー

『いのちの食べかた』　森　達也　著　　Y648/モ　ヤングコーナー

新しい動物ウイルスが突如として我々の社会に出現するという現象が次々に起こりはじめています。長年、ウ
イルスの問題に取り組んでこられた理学博士の中島さんとジャーナリストの立場の澤井さんとが協力して作り
あげたこの本、ご一読下さい！　

吾

軽妙洒脱、殺人が起きてもユーモアがあるので愉しみながらミステリーを読み進めることができます。<このミ
ステリーがすごい！>の第1位に輝いたジャック・リッチーの短篇、ぜひ、お読み下さい。

　六郷満山の里、国東町行入地区に伝わる「ガータロ祭」をもとに創作されたものです。河童の夏良（ガータロ）
と少年の悲しくも美しい話は、胸にこみ上げるものがあります。心やさしいガータロの祈りと思いは現代に伝
えられ、行入ダム建設にも生かされているそうです。　

『動物ウイルスが人間を襲う！』　中島　捷久　澤井　仁　著　　S491.7/　健康コーナー

司
書
お
す
す
め
の
一
冊
！

ほ
か
多
数

２月のカレンダー

「あの人に贈りたい本」

作品 高橋 美津子さん 他
　作品を作る時、焼いてみないとどん
な色が出るかわからない、ちょっとド
キドキする瞬間も楽しいですよね。
　すてきな作品をお楽しみください。

目次には「食事のときはテレビを消す」「上履きは自分で洗わせる」「宿題は食卓でさせよう」など、学力とはおよそ
関係ないと思うような項目がならんでいます。「親子で週1回は図書館へ行く」を見つけてうれしくなりました。

「学力は家庭で伸びる」　陰山英男･著　 一般379･カ 

3館の休館・休室日 3館のおはなし会 パソコン休室日

篠原くにこ

伊宮怜

織田憲嗣

佐藤多佳子

朗

JOY

むぎ

眠眠

だんだんと裁判員制度が始まる平成21年5月が近づいています。今月も様々な視点からの本をそろえています。
どうぞお気軽にごらん下さい。「彼女は嘘をついている」326.2/コ　「お父さんはやってない」326.2/カ　「人が
人を裁くとき」326.6/ク　他多数！　ごらん下さい。

『裁判員制度に関する本』　2階一般コーナー

ねこねこ多

挾　
　
　
間

庄　
　
　
内

湯

布

院

図書館に児童書寄贈

日 月 火 水 木 金 土

21 3
5 6 7 84
12 13 14 1511

109

19 20 21 2218
1716

2625
2423

2827

日 月 火 水 木 金 土

21 3
5 6 7 84
12 13 14 1511

109

19 20 21 2218
1716

2625
2423

2827

日 月 火 水 木 金 土

21 3
5 6 7 84
12 13 14 1511

109

19 20 21 2218
1716

2625
2423

2827

2月22日㈭は
１２：００～１５：００まで

蔵書点検のため

休室します

休館です

湯布院図書室からお知らせ由布市立（挾間）図書館からお知らせ 庄内図書室からお知らせ

　昨年11月はさま未来館で「初瀬川物語」の公演がありました。同実
行委員会から、その収益金で、由布市立図書館に児童書を寄贈していた
だきました。いただいたものは下記のとおりです。大切に使用させてい
ただきます。ありがとうございました。
＊紙 芝 居：行事の食べ物由来全６巻：標識マーク全６巻
　　　　　：防災全６巻：行事昔々全６巻：愛と平和シリーズ全３巻
　　　　　：おいしい食べ物何でできてるの全６巻：おはなし2巻
＊大型絵本　４冊
＊そ の 他　おはなし絵本10冊
＊児 童 書　ふれあいの手話シリーズ全８冊

　毎年のことですが、２月19日から28日まで、蔵書点検に入ります。
長いお休みになりご迷惑をおかけ致します。急用の方は公民館窓口にお
申し出ください。対応いたします。
　家に図書館の本が眠っていないでしょうか？
延滞の本が無いか今一度ご確認のうえ、早めにご返却ください。よろし
くお願いいたします。蔵書点検が終わりましたら、延滞の方には、督促
状を送付いたします。

「
淡
彩 

野
辺
に
咲
く
花
」よ
り

浅
見
明
子 

著

日
貿
出
版
社
刊

心
が
ほ
ん
と
う
に 

つ
ら
い
時
は

  

そ
っ
と
し
て
お
く
の
が

      

一
番
な
ん
で
す
よ

遠
く
で
だ
ま
っ
て
や
さ
し
く

見
守
っ
て
や
る
の
が

    

一
番
な
ん
で
す
よ

体
を
病
み

 

ほ
ん
と
う
に
つ
ら
い
時
は

 

や
さ
し
い
言
葉
を

か
け
て
や
る
の
が

    

一
番
な
ん
で
す
よ

や
さ
し
く
な
で
て
や
る
の
が

    

一
番
な
ん
で
す
よ

               　
　

明
子

　２月といえばバレンタインデー！恋
人、親友、お父さん…意中のあの人に
贈る物はチョコレートだけですか？

2月のミニ展示「七宝焼き」
あ

お 知 ら せ と お 願 い

▲寄贈本を前に
　初瀬川物語実行委員会役員のみなさん

読み聞かせ
フォーラム
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新着図書一覧表新着図書一覧表
分　類 書　　名

一般007.3カ

一般 386.1ナ

一般 419.1キ

一般 538.9サ

一般 913.6イ

郷土H070ノ

郷土H913.6カ

郷土H914ニ

健康 S498.3ト

趣味 P783.4オ

Yﾔﾝｸﾞ726.1カ

児童 289　ミ

くらし596.3ソ

湾曲159.6ハ

Web制作現場の憂鬱

なごみ歳時記

再発見江戸の数学

僕が「火星」を歩いた日

キミのとなりで　いじめと向き合う子供達

豊前中津「田舎新聞」「田舎新報」の研究

時空からの贈り物

二宮雑感

病気にならない人は知っている

オシムが語る

しろのあお　2　小学5年生編

未来のきみが待つ場所へ　先生はいじめられっ子だった

トマトときゅうりの本

あなたが辞めると言ったとき、上司はとめてくれますか

門出　明

三浦　康子

桐山　光弘

笹沢　教一

石丸　誠一

野田　秋生

加来　千佳

二宮　圭一

ケヴィン・トルドー

シュテファン・シェンナッハ

上大岡　トメ

晩年の美学を求めて

君がくれたもの

ナイチンゲールの沈黙

チャングムの誓い

冬のソナタ

ニャッピーのがまんできなかった日

ナツメグと魔法のスプーン

４光年の僕

ラムチャプッチャ

ほかにも多数新着本があります！！

みんなのゆび編み

花ことばから見た贈る花

デンマークの椅子

一瞬の風になれ1～3

一般書 913

一般書 913

一般書 913

一般書 929

一般書 929

児童書

児童書

児童書

児童書

一般 594-シ

一般 627-コ

一般 758-オ

一般 913-サ 

分　類 書　　名
図書館だより

DEAR ディア

由布市立図書館

097-586-3150

Vol.17Vol.17図書館だより
新着図書一覧表

http://www2.town.hasama.oita.jp/
mail :h-tosho@city.yufu.oita.jp

2月のテーマ展示

誕生記念、入学・合格記念、敬老・長寿記念など記念樹を選ぶヒントがたくさん載っています。自分の誕生日
の樹を探してみるのもよいですね。

私達の身近なお肉のことから差別問題まで、深く考えさせられます。それと同時に「知ること」の大切さや喜び
も教えてくれます。ページをめくる度に、新たな世界が広がる楽しさに没頭。すごい一冊の登場です。

『満山ガータロ物語』　金田　信子　著　H388/マ　　郷土資料コーナー

『10ドルだって大金だ』　ジャック･リッチー　著　933.7/リ　一般コーナー

『記念樹　記念日と誕生日365+1の樹』　三上　常夫・若林　芳樹　共著　　629.7/ミ　湾曲コーナー

『いのちの食べかた』　森　達也　著　　Y648/モ　ヤングコーナー

新しい動物ウイルスが突如として我々の社会に出現するという現象が次々に起こりはじめています。長年、ウ
イルスの問題に取り組んでこられた理学博士の中島さんとジャーナリストの立場の澤井さんとが協力して作り
あげたこの本、ご一読下さい！　

吾

軽妙洒脱、殺人が起きてもユーモアがあるので愉しみながらミステリーを読み進めることができます。<このミ
ステリーがすごい！>の第1位に輝いたジャック・リッチーの短篇、ぜひ、お読み下さい。

　六郷満山の里、国東町行入地区に伝わる「ガータロ祭」をもとに創作されたものです。河童の夏良（ガータロ）
と少年の悲しくも美しい話は、胸にこみ上げるものがあります。心やさしいガータロの祈りと思いは現代に伝
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『動物ウイルスが人間を襲う！』　中島　捷久　澤井　仁　著　　S491.7/　健康コーナー
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「あの人に贈りたい本」

作品 高橋 美津子さん 他
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3館の休館・休室日 3館のおはなし会 パソコン休室日
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だんだんと裁判員制度が始まる平成21年5月が近づいています。今月も様々な視点からの本をそろえています。
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　慈航寺横の険しい崖の上には、大将軍神社があっ
ちな。牛馬の神っちゅうち、昔から、牛馬の健康安
全を祈願に参る人が多かったんと。
　毎年１月１３日が「春の大祭」ぢ、こん日は多けん人
がお参りすることぢ知られちょんのじゃ。お参りすると
きにゃ、もちを２つ持っちいっち供えち、神社んもちを
１つ持っち帰っち、牛馬に食わせると１年間無病息災っ
ち言われちょんのじゃ。どうしちこげんこつ、なった
かちゅうと、それには、こげな話があったんと。
　昔々、熊本ん殿様が参勤交代じ、熊本から歩いち
来よったところが、野津原ん宿場ん手前じ、馬が足を
痛めち、どの馬もさっぱり動かんごとなったんじゃ。
馬がうごかにゃ先に進めん。大変こまっちしもうたんと。
そこで、武士たちは相談しち、大将軍神社に参って
願をかけたところ、次の日には馬たちは見違えるよう
に元気になって「ヒヒーン、ヒヒーン」といなないたんと。
それから、無事に七瀬川を渡っち江戸へ向かっち出発
できたんと。
　これを大変ありがたく思った殿様は、江戸からの帰
りに家来を連れち、大将軍神社に、お礼のお供え物
を持っち参ったそうじゃ。
神社には、今でん熊本ん
殿様からもろうた立派な
家紋つきの神輿や家紋が
あるんと。また、今ある
鬼瀬駅は、こん神社に参
る人があまりに多いんじ
作られたと言うことじゃ。問い合わせ

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.13

今回は挾間地域篠原にある県指定有形文化財
慈航寺の宝塔をご紹介します。

　昭和24年１月26日に、貴重な法隆寺金堂壁画が焼失しました。毎年、この日を
中心として文化財を火災、震災、その他の災害から守るため、文化庁、消防庁の主
唱により、全国的に文化財防火運動を展開し、文化財愛護の高揚を図っています。

　挾間から庄内へ迎う、国道２１０号沿いの鬼瀬駅手
前の篠原橋を渡り、２００ｍほど先の三叉路を右に少
し進むと慈航寺にたどりつきます。寺の門をくぐると、
２階建てになった鐘楼が見え、その鐘楼には『長福寺』
という額がかかっています。この寺が重元山慈航寺で
す。
　宝塔は、観音堂横の奥まったところにあります。九
輪の部分が折れていますが、高さは１９３cmもあり、
笠・塔身も大きく堂 と々しています。その塔身の東西
南北には、梵字が彫られています。この宝塔は県内
で最も古いものの一つで元徳２年（１３３０）に建てら
れた貴重な石塔です。
　従来、宝塔を建てる
目的は、祈願（寺や仏
教の繁栄）や供養のた
めとされています。
　現在、慈航寺は無住
（僧侶が住んでいない
こと）ですが、境内に
は「長 安 塔」「宝 塔」
「六地蔵石幢」「五輪
塔」など、数多くの石
造物が建立されていま
す。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内234）

「牛馬の神様」

●次回紹介は……
庄内地域西長宝蓮乗寺にある県指定有形文
化財「祖霊廟宝塔」などです。お楽しみに！

◀
慈
航
寺
宝
塔

◀
境
内
に
あ
る
馬
の
像

巡回特別労働相談
日時　２月21日㈬ 午後１時30分～４時30分
場所　ニューライフプラザ（別府市野口原）
対象者　中小企業等の労働者及び使用者
相談内容　賃金、労働時間、労災、労働保険、採用、
解雇、その他労働問題全般
相談方法　来場による相談及び電話相談（☎097－
532－3040）
相談員　弁護士、社会保険労務士等
問い合わせ　中部中小企業労働相談所（☎097－5
32－3040）

民事介入暴力集中相談
日時　３月５日㈪ 午前10時～午後４時
場所　コンパルホール３階（大分市府内町）
内容　暴力団等が関係した被害や不当な要求など
の困りごとについて
相談方法　来場による相談及び電話相談（☎097－
538－4704）
相談員  弁護士、暴力団担当警察官等
問い合わせ  暴力追放大分県民会議（☎097－538
－4704）

無料調停相談会
日時　３月11日㈰ 午前10時～午後４時
場所　アイネス（大分市東春日町ＮＳ大分ビル内）
内容　サラ金・クレジット問題、離婚・親権問題
等夫婦間のトラブル、相続等の問題等
相談員  調停委員
問い合わせ　大分調停協会（大分地方・家庭裁判所
内）☎097－532－7161 内線302

耳の日無料相談会
～みみ・はな・のどの無料相談～
日時　３月４日㈰ 午前10時～午後１時
場所　トキハ会館４階（大分市府内町）
内容　みみ、はな、のどを中心とした相談
相談医　耳鼻咽喉科専門医
問い合わせ　大分大学医学部内日本耳鼻咽喉科学
会　大分県地方部会（☎097－586－5913）

ねんきんダイヤル
　社会保険事務所の年金相談、年金相談所では相
談の待ち時間が長くなっていますので、「ねんき
んダイヤル」等をご利用ください。全国共通電話
番号で、日本中どこからかけても市内通話料金で
ご利用になれます（ＰＨＳ・ＩＰ電話からは利用
できません）。
●年金請求などの相談電話
　☎0570－05－1165 
●年金受給者の年金相談電話
　☎0570－07－1165
受付時間　午前８時30分～午後５時15分(土・日
曜日、祝日等を除く) 

「陣屋の村・温泉」つり橋の名前募集
  都市と農
村の架け橋
にふさわし
い、これか
らの交流の
場をイメー
ジした名前
をお待ちし
ています。
募集期限　
２月28日㈬
応募方法　官製はがき、メール、ファクス等に氏
名、住所、年齢、職業と、つり橋の名前１点とネ
ーミングの理由を記入して送付
賞品　最優秀賞１人（ペア宿泊券）、入賞５人
（ペア入浴券）
応募先　〒879－5521 由布市挾間町鬼瀬971－
6「陣屋の村・温泉」、FAX097－583－113
0、Eメールinfo@jinyaonsen.com

HOT LINEHOT LINE

由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線222

相　談

募　集

みんなのひろばみんなのひろば

みんなのひろばみんなのひろば●

文化財
防火デー

1月26日

じ  こう  じ

しょうろう

ぼ ん じ

だいじょうごん

▲つり橋
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願をかけたところ、次の日には馬たちは見違えるよう
に元気になって「ヒヒーン、ヒヒーン」といなないたんと。
それから、無事に七瀬川を渡っち江戸へ向かっち出発
できたんと。
　これを大変ありがたく思った殿様は、江戸からの帰
りに家来を連れち、大将軍神社に、お礼のお供え物
を持っち参ったそうじゃ。
神社には、今でん熊本ん
殿様からもろうた立派な
家紋つきの神輿や家紋が
あるんと。また、今ある
鬼瀬駅は、こん神社に参
る人があまりに多いんじ
作られたと言うことじゃ。問い合わせ

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.13

今回は挾間地域篠原にある県指定有形文化財
慈航寺の宝塔をご紹介します。

　昭和24年１月26日に、貴重な法隆寺金堂壁画が焼失しました。毎年、この日を
中心として文化財を火災、震災、その他の災害から守るため、文化庁、消防庁の主
唱により、全国的に文化財防火運動を展開し、文化財愛護の高揚を図っています。

　挾間から庄内へ迎う、国道２１０号沿いの鬼瀬駅手
前の篠原橋を渡り、２００ｍほど先の三叉路を右に少
し進むと慈航寺にたどりつきます。寺の門をくぐると、
２階建てになった鐘楼が見え、その鐘楼には『長福寺』
という額がかかっています。この寺が重元山慈航寺で
す。
　宝塔は、観音堂横の奥まったところにあります。九
輪の部分が折れていますが、高さは１９３cmもあり、
笠・塔身も大きく堂 と々しています。その塔身の東西
南北には、梵字が彫られています。この宝塔は県内
で最も古いものの一つで元徳２年（１３３０）に建てら
れた貴重な石塔です。
　従来、宝塔を建てる
目的は、祈願（寺や仏
教の繁栄）や供養のた
めとされています。
　現在、慈航寺は無住
（僧侶が住んでいない
こと）ですが、境内に
は「長 安 塔」「宝 塔」
「六地蔵石幢」「五輪
塔」など、数多くの石
造物が建立されていま
す。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内234）

「牛馬の神様」

●次回紹介は……
庄内地域西長宝蓮乗寺にある県指定有形文
化財「祖霊廟宝塔」などです。お楽しみに！

◀
慈
航
寺
宝
塔

◀
境
内
に
あ
る
馬
の
像

巡回特別労働相談
日時　２月21日㈬ 午後１時30分～４時30分
場所　ニューライフプラザ（別府市野口原）
対象者　中小企業等の労働者及び使用者
相談内容　賃金、労働時間、労災、労働保険、採用、
解雇、その他労働問題全般
相談方法　来場による相談及び電話相談（☎097－
532－3040）
相談員　弁護士、社会保険労務士等
問い合わせ　中部中小企業労働相談所（☎097－5
32－3040）

民事介入暴力集中相談
日時　３月５日㈪ 午前10時～午後４時
場所　コンパルホール３階（大分市府内町）
内容　暴力団等が関係した被害や不当な要求など
の困りごとについて
相談方法　来場による相談及び電話相談（☎097－
538－4704）
相談員  弁護士、暴力団担当警察官等
問い合わせ  暴力追放大分県民会議（☎097－538
－4704）

無料調停相談会
日時　３月11日㈰ 午前10時～午後４時
場所　アイネス（大分市東春日町ＮＳ大分ビル内）
内容　サラ金・クレジット問題、離婚・親権問題
等夫婦間のトラブル、相続等の問題等
相談員  調停委員
問い合わせ　大分調停協会（大分地方・家庭裁判所
内）☎097－532－7161 内線302

耳の日無料相談会
～みみ・はな・のどの無料相談～
日時　３月４日㈰ 午前10時～午後１時
場所　トキハ会館４階（大分市府内町）
内容　みみ、はな、のどを中心とした相談
相談医　耳鼻咽喉科専門医
問い合わせ　大分大学医学部内日本耳鼻咽喉科学
会　大分県地方部会（☎097－586－5913）

ねんきんダイヤル
　社会保険事務所の年金相談、年金相談所では相
談の待ち時間が長くなっていますので、「ねんき
んダイヤル」等をご利用ください。全国共通電話
番号で、日本中どこからかけても市内通話料金で
ご利用になれます（ＰＨＳ・ＩＰ電話からは利用
できません）。
●年金請求などの相談電話
　☎0570－05－1165 
●年金受給者の年金相談電話
　☎0570－07－1165
受付時間　午前８時30分～午後５時15分(土・日
曜日、祝日等を除く) 

「陣屋の村・温泉」つり橋の名前募集
  都市と農
村の架け橋
にふさわし
い、これか
らの交流の
場をイメー
ジした名前
をお待ちし
ています。
募集期限　
２月28日㈬
応募方法　官製はがき、メール、ファクス等に氏
名、住所、年齢、職業と、つり橋の名前１点とネ
ーミングの理由を記入して送付
賞品　最優秀賞１人（ペア宿泊券）、入賞５人
（ペア入浴券）
応募先　〒879－5521 由布市挾間町鬼瀬971－
6「陣屋の村・温泉」、FAX097－583－113
0、Eメールinfo@jinyaonsen.com

HOT LINEHOT LINE

由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線222

相　談

募　集
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教室・講習会産育休サポーター募集
　大分県の本庁及び県内地方機関において、育児
休業等を取得する職員の代替職員として勤務する
専門職の臨時職員採用候補者名簿への登録希望者
を募集します（随時）。
募集職種　農業普及指導員、保健師、獣医師
応募書式  県のホームページに掲載し、県庁人事課
や県の各振興局等で配布
問い合わせ　県人事課（☎097－506－2311）

障がい者の職業訓練生二次募集
　福岡障害者職業能力開発校（国立県営）では平成
19年度訓練生の二次募集をしています。
募集訓練科　コンピュータ製図、プログラム設計、
商業デザイン、ＯＡビジネス、建築設計、ネットビ
ジネス、ＤＴＰ制作、総合実務
応募資格　身体障害者手帳所持者または所得可能
な方（総合実務は別途要件あり）
応募締切  ３月９日㈮
問い合わせ　福岡障害者職業能力開発校（☎093－
741－5431）

三世代交流ゲートボール大会
出場チーム募集
　第１回由布市三世代交流ゲートボール大会出場
チームを募集しています。
日時　３月24日㈯ 午前９時20分
　　　※雨天時は3月31日㈯
場所  庄内総合運動公園
チーム編成　１チーム７人以内（監督、交代要員を
含む）、５人制
選手編成　65歳以上（熟年層）２～３人
　　　　　65歳未満（壮年層）１～２人
　　　　　18歳以下（少年層）１人
申込先　各町単位老人クラブ会長
申込期限　３月９日㈮
問い合わせ　由布市社協挾間事
務 所（☎097－583－4344）、
庄内事務所（☎097－582－27
56）、湯布院事務所（☎0977－
84－3610）

手づくりパンの講座
　安心安全でおいしいパンを手づくり
し、楽しく食卓を囲むために講座を開催します。
日時　３月6日㈫、３月13日㈫の全２回
　　　各回午後１時～４時
場所　湯布院公民館調理室
内容　パンづくり、ティータイム（できたてのパン
とお茶の時間）
講師　後藤美由紀先生（湯布院町在住）
定員　12人（託児あり）
対象者　由布市内在住の方（男女）
参加費　1,000円（その他に材料実費として、毎回
500円程度必要）
申込期限　２月23日㈮ ※定員になり次第、締め切
ります。
申込・問い合わせ　湯布院公民館（☎0977－84
－2604）
※電話でお申し込みください（受付時間　午前８時
30分～午後５時）。

公開講座
「フッ素でむし歯ゼロを目指せ」
日時と場所　［別府会場］２月18日㈰、ビーコンプ
ラザ［豊後大野会場］３月４日㈰、エイトピアおおの、
各会場とも午後１時開演
内容  講演「地域におけるフッ素
洗口の実践とその成果」など
問い合わせ　大分県歯科医師会
（☎097－545－3151）

がん講演会
「我が国のがん対策の将来」
日時　３月９日㈮ 午後６時30分～９時
場所　コンパルホール（大分市府内町）
入場料　無料（事前申し込み不要）
内容　講演「我が国のがん対策の将来」
　　　講演「がん患者・家族の支援」
問い合わせ　県病院局総務経営課（☎097－506
－2813）

お知らせ点訳・音訳講習会
　視覚障がい者が利用する点字図書・録音図書の
製作などに協力していただくボランティアの養成
講習会です。受講料は無料です。
開催日　（点訳）４月から１年間、毎週金曜日午前
10時～12時（音訳）４月から１年間、毎週火曜日
午前10時～12時
場所  大分県点字図書館（大分市金池町）
条件　原則として、講習会を毎回受講できる人。
講習会終了後は点字図書館のボランティアとして、
点字図書や録音図書の製作などに協力できる人。
申込期限　２月20日㈫
申込・問い合わせ  大分県点字図書館（☎097－5
38－0399）

大分いのちの電話公開講座
　自己を見つめ、他者を理解する人間関係基礎理
論など自己成長のためのカウンセリング公開講座
です。対象は20歳以上の人です。
期間　４月18日㈬から４カ月間、毎週水曜日午後
６時30分～８時30分
場所　コンパルホール（大分市府内町）
受講料　２万円　　申込期限　３月５日㈪
申込・問い合わせ　大分いのちの電話事務局（☎
097－537－2488）

自死遺族のつどい
日時  ３月９日㈮ 午後２時～４時
場所　県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
内容　グループミーティング
対象者　大切な人を自死で亡くされた遺族
参加費　無料（事前申込が必要）
申込・問い合わせ　県精神保健福祉センター（☎0
97－541－6290）

第49回
県内一周大分合同駅伝競走大会
　２月19日から23日までの５日間、県内一周大
分合同駅伝競争大会が全37区間（389.7㎞）で行
われます。由布市の市番号は「９」番です。皆さん
の応援をよろしくお願いします。
開催期間　２月19日㈪～２月23日㈮
由布市通過日・予定時間
　【大会３日目】２月21日㈬
　　11：00　市役所庄内庁舎前再出発
　　11：26　湯平駅上
　　12：03　湯布院庁舎前
※今大会より再出発場所が、挾間庁舎前から庄内
庁舎前に変更となりました。

ゆふいんこども映画祭第18回 子どもも大人も楽しめる映画です

【開催日】 ３月11日㈰　　【場所】 湯布院公民館 【前売り観賞料金】 （　）は当日料金
●大人（高校生以上）…ペア券1,000円（1,200円）、
　１作品800円（1,000円）、「お引越し」500円（500円）
●小・中学生…………１作品300円（400円）、
　フリーパス券500円（500円）　※小学生未満は無料です。

【問い合わせ】湯布院公民館（☎0977ー84ー2604）

【上映内容】
上 映 時 間

9：45～10：25
（短編A）

10：30～11：20
（短編B）

11：25～12：50
13:20～14:45
14:55～16:54
19:00～20:18

作 品 名（ 種 別 ）
こねこのらくがき（アニメ）
チコタン　ぼくのおよめさん（アニメ）
クルテク　もぐらくんとズボン（アニメ）
おこんじょうるり（人形アニメ）
猿と満月（切り紙アニメ）
年をとった鰐（アニメ） 
ウォレスとグルミット野菜畑で大ピンチ（粘土アニメ）
友だちのうちはどこ？（実写）
お引越し（実写） 
白くまになりたかった子ども（アニメ） 

　市内の小中学生の皆さん、ポスターを書いてみま
せんか。絵はなんでも構いません。絵の中に「こど
も映画祭へ行こう」の文字を入れてください。
　●受付期間　２月20日㈫～３月１日㈭
　●提 出 先　湯布院・川西・湯平・庄内・挾間の各公民館
※ポスターは、3月3日㈯から3月13日㈫まで湯布院公民館ロビーに展示します。
※ポスターを描いてくれた小中学生にはフリーパス券を差し上げます。

※短編アニメＡ・Ｂは３作品で１作品分の料金です。
※フリーパス券は、すべての映画を鑑賞できます。（市内小学生に限る）
※前売り券は湯布院公民館で取り扱っています。

「こども映画祭へ行こう！」ポスター募集
フリー
パス券を
差し上げ
ます



みんなのひろばみんなのひろば●

2007.2⑪⑩2007.2

教室・講習会産育休サポーター募集
　大分県の本庁及び県内地方機関において、育児
休業等を取得する職員の代替職員として勤務する
専門職の臨時職員採用候補者名簿への登録希望者
を募集します（随時）。
募集職種　農業普及指導員、保健師、獣医師
応募書式  県のホームページに掲載し、県庁人事課
や県の各振興局等で配布
問い合わせ　県人事課（☎097－506－2311）

障がい者の職業訓練生二次募集
　福岡障害者職業能力開発校（国立県営）では平成
19年度訓練生の二次募集をしています。
募集訓練科　コンピュータ製図、プログラム設計、
商業デザイン、ＯＡビジネス、建築設計、ネットビ
ジネス、ＤＴＰ制作、総合実務
応募資格　身体障害者手帳所持者または所得可能
な方（総合実務は別途要件あり）
応募締切  ３月９日㈮
問い合わせ　福岡障害者職業能力開発校（☎093－
741－5431）

三世代交流ゲートボール大会
出場チーム募集
　第１回由布市三世代交流ゲートボール大会出場
チームを募集しています。
日時　３月24日㈯ 午前９時20分
　　　※雨天時は3月31日㈯
場所  庄内総合運動公園
チーム編成　１チーム７人以内（監督、交代要員を
含む）、５人制
選手編成　65歳以上（熟年層）２～３人
　　　　　65歳未満（壮年層）１～２人
　　　　　18歳以下（少年層）１人
申込先　各町単位老人クラブ会長
申込期限　３月９日㈮
問い合わせ　由布市社協挾間事
務 所（☎097－583－4344）、
庄内事務所（☎097－582－27
56）、湯布院事務所（☎0977－
84－3610）

手づくりパンの講座
　安心安全でおいしいパンを手づくり
し、楽しく食卓を囲むために講座を開催します。
日時　３月6日㈫、３月13日㈫の全２回
　　　各回午後１時～４時
場所　湯布院公民館調理室
内容　パンづくり、ティータイム（できたてのパン
とお茶の時間）
講師　後藤美由紀先生（湯布院町在住）
定員　12人（託児あり）
対象者　由布市内在住の方（男女）
参加費　1,000円（その他に材料実費として、毎回
500円程度必要）
申込期限　２月23日㈮ ※定員になり次第、締め切
ります。
申込・問い合わせ　湯布院公民館（☎0977－84
－2604）
※電話でお申し込みください（受付時間　午前８時
30分～午後５時）。

公開講座
「フッ素でむし歯ゼロを目指せ」
日時と場所　［別府会場］２月18日㈰、ビーコンプ
ラザ［豊後大野会場］３月４日㈰、エイトピアおおの、
各会場とも午後１時開演
内容  講演「地域におけるフッ素
洗口の実践とその成果」など
問い合わせ　大分県歯科医師会
（☎097－545－3151）

がん講演会
「我が国のがん対策の将来」
日時　３月９日㈮ 午後６時30分～９時
場所　コンパルホール（大分市府内町）
入場料　無料（事前申し込み不要）
内容　講演「我が国のがん対策の将来」
　　　講演「がん患者・家族の支援」
問い合わせ　県病院局総務経営課（☎097－506
－2813）

お知らせ点訳・音訳講習会
　視覚障がい者が利用する点字図書・録音図書の
製作などに協力していただくボランティアの養成
講習会です。受講料は無料です。
開催日　（点訳）４月から１年間、毎週金曜日午前
10時～12時（音訳）４月から１年間、毎週火曜日
午前10時～12時
場所  大分県点字図書館（大分市金池町）
条件　原則として、講習会を毎回受講できる人。
講習会終了後は点字図書館のボランティアとして、
点字図書や録音図書の製作などに協力できる人。
申込期限　２月20日㈫
申込・問い合わせ  大分県点字図書館（☎097－5
38－0399）

大分いのちの電話公開講座
　自己を見つめ、他者を理解する人間関係基礎理
論など自己成長のためのカウンセリング公開講座
です。対象は20歳以上の人です。
期間　４月18日㈬から４カ月間、毎週水曜日午後
６時30分～８時30分
場所　コンパルホール（大分市府内町）
受講料　２万円　　申込期限　３月５日㈪
申込・問い合わせ　大分いのちの電話事務局（☎
097－537－2488）

自死遺族のつどい
日時  ３月９日㈮ 午後２時～４時
場所　県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
内容　グループミーティング
対象者　大切な人を自死で亡くされた遺族
参加費　無料（事前申込が必要）
申込・問い合わせ　県精神保健福祉センター（☎0
97－541－6290）

第49回
県内一周大分合同駅伝競走大会
　２月19日から23日までの５日間、県内一周大
分合同駅伝競争大会が全37区間（389.7㎞）で行
われます。由布市の市番号は「９」番です。皆さん
の応援をよろしくお願いします。
開催期間　２月19日㈪～２月23日㈮
由布市通過日・予定時間
　【大会３日目】２月21日㈬
　　11：00　市役所庄内庁舎前再出発
　　11：26　湯平駅上
　　12：03　湯布院庁舎前
※今大会より再出発場所が、挾間庁舎前から庄内
庁舎前に変更となりました。

ゆふいんこども映画祭第18回 子どもも大人も楽しめる映画です

【開催日】 ３月11日㈰　　【場所】 湯布院公民館 【前売り観賞料金】 （　）は当日料金
●大人（高校生以上）…ペア券1,000円（1,200円）、
　１作品800円（1,000円）、「お引越し」500円（500円）
●小・中学生…………１作品300円（400円）、
　フリーパス券500円（500円）　※小学生未満は無料です。

【問い合わせ】湯布院公民館（☎0977ー84ー2604）

【上映内容】
上 映 時 間

9：45～10：25
（短編A）

10：30～11：20
（短編B）

11：25～12：50
13:20～14:45
14:55～16:54
19:00～20:18

作 品 名（ 種 別 ）
こねこのらくがき（アニメ）
チコタン　ぼくのおよめさん（アニメ）
クルテク　もぐらくんとズボン（アニメ）
おこんじょうるり（人形アニメ）
猿と満月（切り紙アニメ）
年をとった鰐（アニメ） 
ウォレスとグルミット野菜畑で大ピンチ（粘土アニメ）
友だちのうちはどこ？（実写）
お引越し（実写） 
白くまになりたかった子ども（アニメ） 

　市内の小中学生の皆さん、ポスターを書いてみま
せんか。絵はなんでも構いません。絵の中に「こど
も映画祭へ行こう」の文字を入れてください。
　●受付期間　２月20日㈫～３月１日㈭
　●提 出 先　湯布院・川西・湯平・庄内・挾間の各公民館
※ポスターは、3月3日㈯から3月13日㈫まで湯布院公民館ロビーに展示します。
※ポスターを描いてくれた小中学生にはフリーパス券を差し上げます。

※短編アニメＡ・Ｂは３作品で１作品分の料金です。
※フリーパス券は、すべての映画を鑑賞できます。（市内小学生に限る）
※前売り券は湯布院公民館で取り扱っています。

「こども映画祭へ行こう！」ポスター募集
フリー
パス券を
差し上げ
ます


